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法人会の理念 

 

法人会は税のオピニオンリーダーとして 

企業の発展を支援し 

地域の振興に寄与し 

国と社会の繁栄に貢献する 

経営者の団体である 

 

 



公益社団法人鳥栖法人会 

第１１回 定 時 総 会 

 
次  第 

 

第１部 記念講演会      １４：００～１５：３０  
                                 

  演 題 「激変する国際情勢と日本」 

  講 師  作家・ジャーナリスト  門田 隆将 氏 
  

 

第２部 第１１回 定時総会   １５：４５～１７：００   

 

    １．開会のことば 
 

    ２．来賓紹介 
 

３．会長あいさつ 
 

    ４．定足数の確認  
 

    ５．議長就任 

 

    ６．議事録署名人選定 
 

 ７．議 事（総会承認事項） 

第 1 号議案 令和４年度決算承認の件  監査報告 

第２号議案 現行定款の変更承認の件 

        第３号議案 任期満了に伴う役員改選案承認の件 

        第４号議案 常勤役員に対する報酬額承認の件 
 

８．総会報告事項（理事会承認事項） 

        （１）令和４年度事業報告について 

        （２）令和５年度事業計画及び収支予算について 

        （３）その他 
 

    ９．功労者表彰 
       

   １０．来賓祝辞 
        

１１．閉会のことば 
 

 

第３部 会員交流懇親会     １７：２０～１９：００ 

  



公益社団法人鳥栖法人会 
第１１回定時総会議案書 

目 次 
 
 

議 事 

第１号議案 令和４年度決算承認の件       Ｐ１～Ｐ８ 
      監査報告書             Ｐ９ 

第２号議案 現行定款の変更承認の件       Ｐ１０ 

第３号議案 任期満了に伴う役員改選案承認の件  Ｐ１１ 
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めざします 企業の繁栄と社会への貢献 



第１号議案　令和４年度決算承認の件

科　　　　　     　　目 当年度 前年度 増減

Ⅰ．資産の部

　１．流動資産

　　　　　　現金 50,176 39,832 10,344

　　　　　　普通預金 5,443,739 6,485,088 △ 1,041,349

　　　　　　前払金 60,000 42,000 18,000

　　　　流動資産合計 5,553,915 6,566,920 △ 1,013,005

　２．固定資産

　　（１）基本財産

　　　　　　定期預金 5,000,000 5,000,000 0

　　　　基本財産合計 5,000,000 5,000,000 0

　　（２）特定資産

　　　　　　周年行事引当資産 3,050,000 3,050,000 0

　　　　　　什器備品減価償却引当資産 215,727 215,727 0

　　　　　　公益活動引当資産 4,000,000 4,000,000 0

　　　　特定資産合計 7,265,727 7,265,727 0

　　（３）その他固定資産合計

　　　　　　什器備品 2 2 0

　　　　　　電話加入権 83,590 83,590 0

　　　　　　預け金 9,510 9,510 0

　　　　その他固定資産合計 93,102 93,102 0

　　　　固定資産合計 12,358,829 12,358,829 0

　　　　資産合計 17,912,744 18,925,749 △ 1,013,005

Ⅱ．負債の部

　１．流動負債

　　　　　　預り金 100,236 96,184 4,052

　　　　流動負債合計 100,236 96,184 4,052

　２．固定負債

　　　　固定負債合計 0 0 0

　　　　負債合計 100,236 96,184 4,052

Ⅲ．正味財産の部

　１．一般正味財産 17,812,508 18,829,565 △ 1,017,057

　　　　（うち基本財産への充当額 ） （　　　　5,000,000） （　　　　5,000,000） （　　　　　　　　　 0）

　　　　（うち特定資産への充当額） （　　　　7,265,727） （　　　　7,265,727） （　　　　　　　　　 0）

　　　　正味財産合計 17,812,508 18,829,565 △ 1,017,057

　　　　負債及び正味財産合計 17,912,744 18,925,749 △ 1,013,005

貸  借  対  照  表
令和５年３月３１日現在

（単位：円）

－１－



科　　　　　　　　目 当年度① 前年度② 増　減①－② 摘　　　　　　要

Ⅰ．一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　　（１）経常収益

　　　　　 基本財産運用収入 98 125 △ 27

　　　　　　    基本財産受取利息 98 125 △ 27

　　　　　 特定資産運用益 145 145 0

　　　　　　　　特定資産受取利息 145 145 0

　　　　　 会費収入 6,551,700 6,509,550 42,150 774社

　　　　　　　　正会員受取会費 6,356,400 6,333,150 23,250 721社

　　　　　　　　賛助会員受取会費 195,300 176,400 18,900 53社

　　　　　 受取補助金等 13,172,700 12,721,000 451,700

　　　　　　　　受取県連補助金 1,240,000 600,000 640,000 運営補助金

　　　　　　　　受取全法連助成金 798,000 816,000 △ 18,000

　　　　　　　　受取全法連助成金振替額 11,134,700 11,305,000 △ 170,300 公益事業助成金

　　　　　 受取負担金 1,015,580 626,900 388,680

　　　　　　　　青年部会負担金 185,000 202,500 △ 17,500 部会費

　　　　　　　　女性部会負担金 110,000 100,000 10,000 〃

　　　　　　　　総会等負担金 412,880 324,400 88,480 懇親会負担金

　　　　　　　　支部負担金 307,700 0 307,700 〃

　　　　　 雑収益 235,669 113,987 121,682

　　　　　　　　受取利息 72 84 △ 12 預金利息

　　　　　　　　雑収益 175,597 113,903 61,694 事務委託料等

　　　　　　　　広告料収益 60,000 0 60,000 水切りネット3社分

　　　　　 経常収益計 20,975,892 19,971,707 1,004,185

　　　（２）経常費用

　　　　　 事業費 17,906,469 15,833,366 2,073,103

　　　　　　　　役員報酬 3,442,500 3,442,500 0 （従事割合）

　　　　　　　　給料手当 3,036,420 2,969,015 67,405 （従事割合）

　　　　　　　　福利厚生費 1,545,986 1,407,480 138,506 法定福利費（従事割合）

　　　　　　　　会議費 1,358,334 157,677 1,200,657 研修委員、税制委員等会議費

　　　　　　　　旅費交通費 1,246,277 556,305 689,972 講師旅費他（従事割合）

　　　　　　　　通信運搬費 993,571 857,942 135,629 広報誌　他発送費（従事割合）

　　　　　　　　減価償却費 0 0 0

　　　　　　　　消耗品費 240,033 465,256 △ 225,223 （従事割合）

　　　　　　　　印刷製本費 844,576 1,297,228 △ 452,652 広報誌制作他（従事割合）

　　　　　　　　燃料費 33,150 33,150 0 公用車ガソリン代（従事割合）

　　　　　　　　水道光熱費 96,269 97,018 △ 749 電気・冷暖房費他（従事割合）

　　　　　　　　賃借料 727,055 727,055 0 事務所家賃（従事割合）

　　　　　　　　保険料 48,720 49,239 △ 519 公用車保険料（従事割合）

　　　　　　　　諸謝金 1,518,274 956,000 562,274 講師謝金

　　　　　　　　支払負担金 90,000 42,500 47,500 講演会共催分担金他

　　　　　　　　会場費 757,912 818,460 △ 60,548 タックス・フェアー、講演会他

　　　　　　　　広告宣伝費 132,000 260,000 △ 128,000 月刊誌

　　　　　　　　記念品費 1,039,325 1,042,440 △ 3,115 ﾀｯｸｽ･ﾌｪｱｰ賞品、寄付他、功労者表彰

　　　　　　　　リース料 340,881 340,516 365 コピー機、パソコン他（従事割合）

　　　　　　　　事務所管理費 51,000 51,000 0 共益費（従事割合）

　　　　　　　　支払手数料 99,566 92,510 7,056 諸手数料（従事割合）

　　　　　　　　雑費 264,620 170,075 94,545 車検点検代他（従事割合）

令和４年度　正味財産増減計算書
令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで

（単位：円）
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科　　　　　　　　目 当年度① 前年度② 増　減①－② 摘　　　　　　要

　　　　 　管理費 4,086,480 4,289,268 △ 202,788

　　　　　　　　役員報酬 607,500 607,500 0 （従事割合）

　　　　　　　　給与手当 535,840 523,945 11,895 （従事割合）

　　　　　　　　福利厚生費 272,822 248,380 24,442 （従事割合）

　　　　　　　　会議費 466,984 854,477 △ 387,493 総会、理事会、総務委員会他

　　　　　　　　旅費交通費 182,753 87,015 95,738 （従事割合）

　　　　　　　　通信運搬費 233,757 195,376 38,381 （従事割合）

　　　　　　　　減価償却費 0 0 0 （従事割合）

　　　　　　　　消耗品費 29,178 66,755 △ 37,577 （従事割合）

　　　　　　　　印刷製本費 542,373 458,750 83,623 （従事割合）

　　　　　　　　燃料費 5,850 5,850 0 （従事割合）

　　　　　　　　水道光熱費 16,989 17,124 △ 135 （従事割合）

　　　　　　　　賃借料 128,305 128,305 0 （従事割合）

　　　　　　　　保険料 8,600 8,691 △ 91 （従事割合）

　　　　　　　　諸謝金 320,000 320,000 0 顧問税理士謝金他

　　　　　　　　諸会費 22,500 22,500 0 商工会議所、観光協会他

　　　　　　　　支払負担金 259,600 257,400 2,200 県連、青年・女性部負担金

　　　　　　　　会場費 153,559 124,971 28,588 総会、理事会、総務委員会他

　　　　　　　　渉外慶弔費 44,256 57,820 △ 13,564 香典他

　　　　　　　　記念品費 23,727 60,000 △ 36,273 功労者表彰

　　　　　　　　リース料 60,157 60,092 65 （従事割合）

　　　　　　　　事務所管理費 9,000 9,000 0 （従事割合）

　　　　　　　　支払手数料 17,573 16,327 1,246 （従事割合）

　　　　　　　　雑費 145,157 158,990 △ 13,833 （従事割合）

　　　　　 経常費用計 21,992,949 20,122,634 1,870,315

　　　　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 △ 1,017,057 △ 150,927 △ 866,130

　　　　　　　評価損益等計 0 0 0

　　　　　　　当期経常増減額 △ 1,017,057 △ 150,927 △ 866,130

　２．経常外増減の部

　　　（１）経常外収益

　　　　　　　経常外収益計 0 0 0

　　　（２）経常外費用

　　　　　 経常外費用計 0 0 0

　　　　　　　当期経常外増減額 0 0 0

　　　　　　　当期一般正味財産増減額 △ 1,017,057 △ 150,927 △ 866,130

　　　　　　　一般正味財産期首残高 18,829,565 18,980,492 △ 150,927

　　　　　　　一般正味財産期末残高 17,812,508 18,829,565 △ 1,017,057

Ⅱ．指定正味財産増減の部

　　　　　　 受取補助金等 11,134,700 11,305,000 △ 170,300

　　　　　　　　受取全法連助成金 11,134,700 11,305,000 △ 170,300

　　　　　　 一般正味財産への振替額 △ 11,134,700 △ 11,305,000 170,300

　　　　　　　　一般正味財産への振替額 △ 11,134,700 △ 11,305,000 170,300

　　　　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　　　　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0

　　　　　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ．正味財産期末残高 17,812,508 18,829,565 △ 1,017,057
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公　　　1 公　　　２ 公益共通 公益合計 他　　１ 他　　　２ 収益共通 収益合計

Ⅰ．一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　（１）経常収益

　　　　 基本財産運用益 0 0 98 98 0 0 0 0 0 98

　　　　　　基本財産受取利息 0 0 98 98 0 0 0 0 0 98

　　　　 特定資産運用益 0 0 40 40 0 0 0 0 105 145

　　　　　　特定資産受取利息 0 0 40 40 0 0 0 0 105 145

　　　　 受取会費 0 0 655,170 655,170 0 0 2,620,680 2,620,680 3,275,850 6,551,700

　　　　　　正会員受取会費 0 0 635,640 635,640 0 0 2,542,560 2,542,560 3,178,200 6,356,400

　　　　　　賛助会員受取会費 0 0 19,530 19,530 0 0 78,120 78,120 97,650 195,300

　　　　 受取補助金等 0 600,000 11,134,700 11,734,700 288,000 240,000 0 528,000 910,000 13,172,700

　　　　　　受取県連助成金 0 600,000 0 600,000 80,000 0 0 80,000 560,000 1,240,000

　　　　　　受取全法連助成金 0 0 0 0 208,000 240,000 0 448,000 350,000 798,000

　　　　　　受取全法連助成金振替 0 0 11,134,700 11,134,700 0 0 0 0 0 11,134,700

　　　　 受取負担金 0 0 0 0 541,300 0 324,600 865,900 149,680 1,015,580

　　　　　　青年部会負担金 0 0 0 0 0 0 185,000 185,000 0 185,000

　　　　　　女性部会負担金 0 0 0 0 0 0 110,000 110,000 0 110,000

　　　　　　総会等負担金 0 0 0 0 233,600 0 29,600 263,200 149,680 412,880

　　　　　　支部負担金 0 0 0 0 307,700 0 0 307,700 0 307,700

　　　　 雑収益 3,240 124,000 0 127,240 0 37,697 0 37,697 70,732 235,669

　　　　　　受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 72 72

　　　　　　雑収益 3,240 64,000 0 67,240 0 37,697 0 37,697 70,660 175,597

　　　　　　広告料収益 0 60,000 0 60,000 0 0 0 0 0 60,000

　　経　　常　　収　　益　　計 3,240 724,000 11,790,008 12,517,248 829,300 277,697 2,945,280 4,052,277 4,406,367 20,975,892

　　（２）経常費用

　　　　 事業費 8,556,274 5,744,453 0 14,300,727 3,282,559 323,183 0 3,605,742 0 17,906,469

　　　　　　役員報酬 2,025,000 769,500 0 2,794,500 567,000 81,000 0 648,000 0 3,442,500

　　　　　　給料手当 1,786,130 678,729 0 2,464,859 500,116 71,445 0 571,561 0 3,036,420

　　　　　　福利厚生費 909,404 345,573 0 1,254,977 254,633 36,376 0 291,009 0 1,545,986

　　　　　　会議費 129,491 180,158 0 309,649 1,042,385 6,300 0 1,048,685 0 1,358,334

　　　　　　旅費交通費 508,640 568,889 0 1,077,529 148,915 19,833 0 168,748 0 1,246,277

　　　　　　通信運搬費 636,500 213,908 0 850,408 125,786 17,377 0 143,163 0 993,571

　　　　　　減価償却費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　　消耗品費 104,527 104,385 0 208,912 27,231 3,890 0 31,121 0 240,033

　　　　　　印刷製本費 588,844 148,883 0 737,727 93,493 13,356 0 106,849 0 844,576

　　　　　　燃料費 19,500 7,410 0 26,910 5,460 780 0 6,240 0 33,150

　　　　　　水道光熱費 56,629 21,519 0 78,148 15,856 2,265 0 18,121 0 96,269

　　　　　　賃借料 427,680 162,518 0 590,198 119,750 17,107 0 136,857 0 727,055

　　　　　　保険料 28,660 10,890 0 39,550 8,024 1,146 0 9,170 0 48,720

　　　　　　諸謝金 95,000 1,423,274 0 1,518,274 0 0 0 0 0 1,518,274

　　　　　　支払負担金 0 90,000 0 90,000 0 0 0 0 0 90,000

　　　　　　会場費 463,970 197,202 0 661,172 96,740 0 0 96,740 0 757,912

　　　　　　広告宣伝費 132,000 0 0 132,000 0 0 0 0 0 132,000

　　　　　　記念品費 200,277 648,048 0 848,325 156,000 35,000 0 191,000 0 1,039,325

　　　　　　リース料 200,519 76,197 0 276,716 56,145 8,020 0 64,165 0 340,881

　　　　　　事務所管理費 30,000 11,400 0 41,400 8,400 1,200 0 9,600 0 51,000

　　　　　　支払手数料 58,569 22,256 0 80,825 16,399 2,342 0 18,741 0 99,566

　　　　　　雑費 154,934 63,714 0 218,648 40,226 5,746 0 45,972 0 264,620

公１：税制、税務に関する調査研究並びに提言活動。税知識の普及を目的とする事業。納税意識の高揚を目的とする事業

公２：地域企業の健全な発展に寄与する事業。地域社会への貢献を目的とする事業

他１：会員の交流に資するための事業（会員親睦交流、会員増強）

他２：会員のための福利厚生事業　　　　　　　　
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正味財産増減計算書内訳表
令和４年４月１日から令和５年3月31日まで

（単位：円）

公益目的事業会計 収益事業等会計
科　　　　　目 合　　　計法人会計



科　　　　　目 公　　　1 公　　　２ 公益共通 公益合計 他１ 他　　　２ 収益共通 収益合計 法人会計 合　　　計

　　　　 管理費 4,086,480 4,086,480

　　　　　　役員報酬 607,500 607,500

　　　　　　給料手当 535,840 535,840

　　　　　　福利厚生費 272,822 272,822

　　　　　　会議費 466,984 466,984

　　　　　　旅費交通費 182,753 182,753

　　　　　　通信運搬費 233,757 233,757

　　　　　　減価償却費 0

　　　　　　消耗品費 29,178 29,178

　　　　　　印刷製本費 542,373 542,373

　　　　　　燃料費 5,850 5,850

　　　　　　水道光熱費 16,989 16,989

　　　　　　賃借料 128,305 128,305

　　　　　　保険料 8,600 8,600

　　　　　　諸謝金 320,000 320,000

　　　　　　諸会費 22,500 22,500

　　　　　　支払負担金 259,600 259,600

　　　　　　会場費 153,559 153,559

　　　　　　渉外慶弔費 44,256 44,256

　　　　　　記念品費 23,727 23,727

　　　　　　リース料 60,157 60,157

　　　　　　事務所管理費 9,000 9,000

　　　　　　支払手数料 17,573 17,573

　　　　　　雑費 145,157 145,157

　　経　　常　　費　　用　　計 8,556,274 5,744,453 0 14,300,727 3,282,559 323,183 0 3,605,742 4,086,480 21,992,949

　　　　　　当期経常増減額 △ 8,553,034 △ 5,020,453 11,790,008 △ 1,783,479 △ 2,453,259 △ 45,486 2,945,280 446,535 319,887 △ 1,017,057

　２．経常外増減の部

　　（１）経常外収益

　　　　 経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　（２）経常外費用

　　　　 経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　　当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　　他会計振替額 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　 当期一般正味財産増減額 △ 8,553,034 △ 5,020,453 11,790,008 △ 1,783,479 △ 2,453,259 △ 45,486 2,945,280 446,535 319,887 △ 1,017,057

　　　　 一般正味財産期首残高 - - - - - - - - - 18,829,565

　　　　 一般正味財産期末残高 - - - - - - - - - 17,812,508

Ⅱ．指定正味財産増減の部

　　　　 受取補助金等 0 0 11,134,700 11,134,700 0 0 0 0 0 11,134,700

　　　　　　受取全法連助成金 0 0 11,134,700 11,134,700 0 0 0 0 0 11,134,700

　　　　 一般財産へ振替額 0 0 △ 11,134,700 △ 11,134,700 0 0 0 0 0 △ 11,134,700

　　　　　　一般正味財産への振替額 0 0 △ 11,134,700 △ 11,134,700 0 0 0 0 0 △ 11,134,700

　　　　 当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　 指定正味財産期首残高 - - - - - - - - - 0

　　　　 指定正味財産期末残高 - - - - - - - - - 0

Ⅲ．正味財産期末残高 - - - - - - - - - 17,812,508
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財務諸表に対する注記 
 
１．重要な会計方法 
 （１）固定資産の減価償却の方法 
    直接法による定額法で減価償却している。 
 （２）消費税等の会計処理 
    消費税込額で表示している。 
 
２．基本財産及び特定資産の明細、増減額及びその残高 
   基本財産及び特定資産の明細、増減額及びその残高は、次のとおりである。 

    （単位：円） 

科   目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

基本財産         

 定期預金 5,000,000 0 0 5,000,000 

小   計 5,000,000 0 0 5,000,000 

特定資産         

 周年行事引当資産 3,050,000 0 0 3,050,000 

 什器備品減価償却引当資産 215,727 0 0 215,727 

 公益法人活動引当資産 4,000,000 0 0 4,000,000 

小   計 7,265,727 0 0 7,265,727 

合   計 12,265,727 0 0 12,265,727 

 
３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳 
   基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 

    （単位：円） 

科   目 当期末残高 

（うち指定正

味財産からの

充当額） 

（うち一般正

味財産からの

充当額） 

（うち負債に

対応する額） 

基本財産         

 定期預金 5,000,000 ― (5,000,000) ― 

小   計 5,000,000 ― (5,000,000) ― 

特定資産        

 周年行事引当資産 3,050,000 ― (3,050,000) ― 

 什器備品減価償却引当資産 215,727 ― ( 215,727) ― 

 公益法人活動引当資産 4,000,000 ― (4,000,000) ― 

小   計 7,265,727 ― (7,265,727) ― 

合   計 12,265,727 ― (12,265,727) ― 

 
 



４．引当金の明細 
   該当なし。 
 
５．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高 
  （直接法により減価償却を行っている場合） 
   固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。 
   （単位：円） 

科   目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高 

什器備品（パソコン） 157,500 157,499 1 

什器備品（空調機） 218,127 218,126 1 

合   計 375,627 375,625 2 

 
６．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高 
   補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。 

      （単位：円） 

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 
貸借対照表上の

記載区分 

補助金             

 県連補助金 (一社)佐賀県法人会連合会  0 1,240,000 1,240,000 0 一般正味財産 

              

助成金             

 全法連助成金 (公財)全国法人会総連合 0 11,932,700 11,932,700 0 一般正味財産 

合      計 0 13,172,700 13,172,700 0   

 
７．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳 
   指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。 
 （単位：円） 

内   容 金  額 

経常収益への振替額   

 事業費計上による振替額 11,134,700 

経常外収益への振替額   

 目的達成による指定解除額 0 

合   計 11,134,700 

 



（単位：円）

科　　　　　     　　目 金　　　　額 使用目的

資産の部

　１．流動資産

　　　　現　　　金　　手元有高 50,176 運転資金として

　　　　普通預金　　佐賀銀行鳥栖支店 5,443,739 　　〃

　　　　　　〃　　　　 福岡銀行鳥栖支店 　 0 　　〃

　　　　　　〃　　　　 西日本シティ銀行鳥栖支店 　 0 　　〃

　　　　　　〃　　　　 筑邦銀行鳥栖支店 0 　　〃

　　　　　　〃　　　　 佐賀共栄銀行鳥栖支店 0 　　〃

　　　　　　〃　　　　 佐賀信用金庫鳥栖支店 0 　　〃

　　　　　　〃　　　　 佐賀東信用組合鳥栖支店 0 　　〃

　　　　前払金 60,000 ４月１３日女性フォーラム参加費

　　　 流動資産合計 5,553,915

　２．固定資産

　　（１）基本財産

　　　　定期預金　　佐賀銀行鳥栖支店 1,900,000

　　　　　　〃　　　　 福岡銀行鳥栖支店 　 700,000

　　　　　  〃　　　　 西日本シティ銀行鳥栖支店 900,000

　　　　　　〃　　　　 筑邦銀行鳥栖支店 400,000

　　　　　　〃　　　　 佐賀共栄銀行鳥栖支店 500,000

　　　　　　〃　　　　 佐賀信用金庫鳥栖支店 300,000

　　　　　　〃　　　　 佐賀東信用組合鳥栖支店 300,000

　　　 基本財産合計 5,000,000

　　（２）特定資産

　　　　定期預金　周年行事引当資産（佐賀銀行） 3,050,000

　　　　　　〃　　　 什器備品減価償却引当資産（　　〃　　） 215,727

　　　　　　〃　　　 公益活動引当資産（　　〃　　） 2,000,000

　　　　　　〃　　　 公益活動引当資産（　　〃　　） 2,000,000 公益目的保有財産であり運用益を公的目的事業の共有財源として使用している

　　　 特定資産合計 7,265,727

　　（３）その他固定資産

　　　　什器備品 2

　　　　電話加入権 83,590

　　　　預け金 9,510 公用車リサイクル料

　　　 その他固定資産合計 93,102

　　　 固定資産合計 12,358,829

　　　 資産合計 17,912,744

負債の部

　１．流動負債

　　　　預り金 100,236 源泉所得税、社会保険料

　　　 流動負債合計 100,236

　　　 負債合計 100,236

　　　 正味財産 17,812,508

　　　 負債及び正味財産合計 17,912,744

財　　産　　目　　録
令和５年３月３１日現在

公益目的保有財産であり運用益を公
的目的事業の共有財源として使用し
ている

公益目的保有財産であり、鳥栖法人
会の事務所において使用している





第２号議案  現行定款の変更承認の件 

 
公益社団法人鳥栖法人会 定款の一部変更新旧対照表 

旧 （現 行） 新 （変更案） 
第４章 総会 
（招集） 
第１４条 総会は、法令に別段の定めが
ある場合を除き、理事会の決議に基づき
会長が招集する。 
２ ５分の１以上の正会員は、会長に対
し、総会の目的である事項及び招集の理
由を示して、総会の招集を請求すること
ができる。 
３ 総会は、開催の日から少なくとも 1
週間前に会議の目的である事項、日時及
び場所を記載した文書を発して招集す
る。なお、総会参考資料等については、
電子提供措置をとることもできる。但し、
会員の請求があったときは、これらの書
類を当該会員に交付しなければならな
い。 
 
 
 

第４章 総会 
（招集） 
第１４条 総会は、法令に別段の定めが
ある場合を除き、理事会の決議に基づき
会長が招集する。 
２ ５分の１以上の正会員は、会長に対
し、総会の目的である事項及び招集の理
由を示して、総会の招集を請求すること
ができる。 
３ 総会は、開催の日から少なくとも 1
週間前に会議の目的である事項、日時及
び場所を記載した文書を発して招集す
る。なお、総会参考資料等については、
電子提供措置をとるものとする。 
 

 
【変更の理由】 
 総会参考資料等の内容である情報について、電子提供措置をとることとします。 
 



第３号議案　任期満了に伴う役員改選案承認の件

（支部別五十音順、敬称略）

氏　　　名 会　　社　　名 支部等 備　　考

理事 大石 忠徳 サンポ―食品 株式会社 基山 　　重任

理事 田口 英信 田口電機工業 株式会社 基山 　　重任

理事 鳥飼 善治 鳥飼建設 株式会社 基山 　　重任

理事 江上 和正 株式会社 ニシキ 鳥栖 　　重任

理事 大島 弘三 株式会社 大島組 鳥栖 　　重任

理事 児玉 隆二 株式会社 中央軒 鳥栖 　　重任

理事 齊藤 恭宏 株式会社 鳥栖構内タクシー 鳥栖 　　重任

理事 田中 久雄 鳥栖商工会議所 鳥栖 新任

理事 寺﨑 忠文 鳥栖ガス 株式会社 鳥栖 新任

理事 根本　剛 久光製薬 株式会社 鳥栖 新任

理事 野中 良司 株式会社 大石膏盛堂 鳥栖 新任

理事 橋本 静子 株式会社 ハシモト保険センター 鳥栖 新任

理事 山下 幹夫 鳥栖倉庫 株式会社 鳥栖 　　重任

理事 山津 浩善 株式会社 鳥栖セントラルゴルフ練習場 鳥栖 　　重任

理事 横尾 和浩 株式会社 ヨコオ 鳥栖 　　重任

理事 余田 貴司 株式会社アルミス 鳥栖 新任

理事 藤永 正広 有限会社 フジショウ 北茂安 　　重任

理事 中村 忠昭 株式会社 昭和電設工業 中原 　　重任

理事 牟田 彰三 有限会社 フジクラ 中原 　　重任

理事 江頭 孝之 株式会社 ダイニチ 三根 　　重任

理事 野田 初憲 有限会社 割烹松屋 三根 　　重任

理事 空閑 彰彦 有限会社 三田川ダイハツ 上峰 　　重任

理事 山口 裕久 山口産業 株式会社 上峰 　　重任

理事 伊東 和孝 有限会社 トーワインダストリー 吉野ケ里 　　重任

理事 陣ノ内 和見 株式会社 陣内工務店 吉野ケ里 　　重任

理事 福山 和彦 株式会社 アイテク 吉野ケ里 　　重任

理事 宮原 章彦 株式会社 ミヤハラ物流 吉野ケ里 　　重任

理事 牟田 正明 牟田建設 株式会社 吉野ケ里 　　重任

理事 井上 義博 有限会社 井上製麺 神埼 　　重任

理事 岡村 良浩 株式会社 岡村建設 神埼 　　重任

理事 陣内　巧 株式会社 Ｊ・ベース 神埼 新任

理事 弟子丸 靖宏 株式会社 弟子丸建設 神埼 　　重任

理事 永沼　功 有限会社 ルーキー 神埼 　　重任

理事 永原 則昭 有限会社 魚喜 神埼 　　重任

理事 𠮷原 俊樹 有限会社 大阪屋 神埼 　　重任

理事 新貝 弘茂 九州北部税理士会鳥栖支部 税理士会 新任

理事 松尾 香代子 株式会社 マツコー 女性部会 新任

理事 藤田 昌大 株式会社 ふじた 青年部会 　　重任

理事 小田 伸司 公益社団法人 鳥栖法人会 鳥栖法人会 　　重任

監事 鳥飼 秀巳 九州北部税理士会鳥栖支部 税理士会 新任

監事 鐘ヶ江 伸哉 西日本リビング 有限会社  鳥栖 新任

理事及び監事候補者（案）
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第４号議案 常勤役員に対する報酬額承認の件 
 
 
   定款第２５条 理事及び監事は、無報酬とする。ただし、常勤の理事及び監事には、総会にお

いて別に定める報酬等の支給基準に従って算定した額を、総会の決議を経て支

給することができる。 
   役員報酬規程 第５条 常勤役員の報酬は、年俸制とし、原則として毎年４月１日付をもって

会長が総会決議を経て支給することができる。 
     同規程  第５条第２項 年俸額は５００万円を超えないものとする。 
 
   以上の規定に基づき、本年度（令和５年４月～令和６年３月）の常勤役員報酬額は、 

４０５万円とする。 
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報告事項（理事会承認事項）（１）令和４年度事業報告について 

令和４年度(2022 年度) 事業報告 

 

Ⅰ．概 況 
令和４年度も、新型コロナ感染拡大により、事業運営や活動に影響がありました

が、感染拡大の防止を最優先とし、ウイルス対策を講じたうえで公益目的事業を中

心に可能な限りの活動を行い、基本方針として掲げていた次の４項目の充実を図る

ことができました。  
１．税務コンプライアンスの向上に努め、税知識の普及と納税意識の高揚を図る。 
２．地域企業、地域社会への貢献活動に積極的に取り組む。 
３．税務当局との協調に努め、公正な税制と円滑な税務行政に寄与する。 
４．効果的な活動のため、組織の強化と会員の交流・親睦を図る。 

  主な事業内容は以下の通りです。 

  

Ⅱ．主な事業内容 

［公益目的事業］ 
 

１．税制・税務に関する調査研究並びに提言活動 
   令和５年度税制改正に関する提言を行うため、税制委員はじめ会員へのアン

ケート調査（回答：１２社／３０社）を行い、その回答を基に当会の要望事項を

取りまとめ、佐賀県連を通して全法連に要望。全法連では、全国４４０法人会の

要望を踏まえ「令和５年度税制改正に関する提言」を作成し、国税庁はじめ関係

省庁に提言を実施。当会でも鳥栖市長・神埼市長及び両市議会議長に提言を行

いました。  
 
２．税知識の普及を目的とする事業 
   税に関する知識を深め、適正な申告納税制度の確立を図り、税務行政の円滑

な執行に寄与するため、次の事業に取り組みました。  
   税の啓発冊子「タックスフントとけんたくん」の配布は、例年参加の地域開催

イベントが新型コロナウイルス感染拡大のため一部地域で中止となりましたが、

合計４ ,３００部を配布し税の啓発を行いました。また、租税教室及び税に関す

る絵はがきコンクール実施の小学６年生児童に４００部を配布し、税の学習に

役立てていただきました。  
全国的に実施されている「税を考える週間」事業として、タックス・フェアー

（税金展）を鳥栖市内のショッピングセンターで開催。税の役割、税の現状など   
のパネル展示、税金クイズ、税金相談等を行いました。税金クイズには３５４名

が解答。税金相談には６名の方より相続税等の相談がありました。  
小学生の税に対する理解を深めることを目的とした「税に関する絵はがきコン

クール」では、管内の小学校６校から２０６点の応募があり、鳥栖法人会会長を

審査委員長に、審査要領に従い慎重に審査した結果、会長賞１名、税務署長賞１

名、部会長賞６名、入賞２０名を表彰しました。この他中学生の「税の作文コン

クール」では、会長賞を２名に贈呈しました。  
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３．納税意識の高揚を目的とする事業 
   決算・申告を迎える企業を対象に、税制の改正点や決算・申告上の留意点、ｅ

‐Ｔａｘ等について、全法連制作の「わかりやすい会社の決算・申告の実務」を

テキストとして鳥栖税務署担当官が講師となり決算事務説明会を４回開催し５

７社（６４名）が受講しました。  
   税務署長研修会は岡田達也鳥栖税務署長より「税について～税務行政の現状と

課題～」と題して講演いただき、３１名の会員・地域企業が受講しました。  
    決算事務説明会、各委員会等で「自主点検チェックシート」のチラシによる案

内や配布を行い、税務のコンプライアンス向上を図りました。  
この他、広報誌「ほうじん鳥栖」は２回発行（各１０００部）、全法連「ほうじ

ん」は年４回会員事業所に配布し、納税意識の高揚に努めました。  
 

４．地域企業の健全な発展に寄与する事業 
   個々の企業では取り組みにくい、実務研修会「スタートアップ教育研修会」

（３８名受講）、公開講演会（講師：中野信子氏  ８０名受講、講師：秋吉美千代

氏１８名受講）、新春経済講演会（講師：小和田哲夫氏  ９６名受講）、経営等公

開講演会（講師：門倉貴史氏  ５６名受講）を開催しました。また、無料でいつ

でも・どこでも・何回でも受講できるインターネットセミナーをホームページ

上に開設、年間で５ ,８６６回のアクセス、９５３回のログインがあり、会員は

じめ地域企業の研修などに利用されました。  
 
５．地域社会への貢献を目的とした事業 
   各支部のお祭り等に、役員や部会員、支部役員が延べ１６４名で参加して、地

域社会の活性化に寄与するとともに、各家庭の台所でも簡単に使える「水切り

ネット」を３ ,９００個配布し、ゴミの減量化と生活排水の浄化を図る環境保全

活動を実施しました。  
   昨年度のからの新規事業「公共団体等への寄付、寄贈」では、コロナ禍の経済

的理由により児童生徒が安心して学校生活を送れるよう、昨年に引き続き管内

の教育委員会を通じて小中学校３９校へ生理用ナプキン１６ ,６５０枚を寄贈し

ました。各学校では即日保健室やトイレに配置し児童生徒のみなさんに利用い

ただいています。  
 
 
 
 

［共 益 事 業］ 
 

１．会員の交流に資する事業 
 （１）会員交流・親睦事業 
   多岐にわたる異業種の会員の情報交換と親睦交流、会員の一体感を図るため

に各交流会開催を開催。定時総会終了後の会員交流懇親会（５０名参加）、第２

４回会員ゴルフ大会（４７名参加）、税務署長との交流会（２２名参加）、支部会

員交流会で基山支部（１８名）、鳥栖支部（１６名）、北茂安支部（１０名）、神

埼支部（１７名）、吉野ヶ里・上峰・神埼支部合同（２７名）、中原・北茂安・三

根支部合同（２６名）、部会交流会で女性部会（１１名）、青年部会（１４名）に

て親睦交流を深めました。  
 
 （２）会員増強事業 
   組織の強化と運営基盤の安定化を図るため、１０月から１２月の３ケ月間を
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会員増強運動強調月間として、役員並びに共益委員会・支部が連携し会員拡大

に努めました。期間中は２３社の加入、年間では新規２８社の加入となりまし

た。諸般の事情による退会が３６社あり、年度末会員数は８社減少し７７４社

（正会員７２１社、法人賛助会員２６社、個人賛助会員２７者）、加入率３４ .
９％（個人賛助会員を除く）となりました。  

   

２．会員のための福利厚生事業 
   会員企業の福利厚生制度を支援するため各種の保険事業や企業保全、医療保険等の推進に、受

託保険会社３社（大同生命保険㈱、ＡＩＧ損害保険㈱、アフラック）等と連携し取り組みました。 
年間を通してのコロナ禍により受託３社も在宅勤務や自宅待機など通常の営業ができなかっ

たこともありましたが、経営者大型総合保障制度は２９６社の加入者数で、前年度末と同数を維

持し、加入率３８.５％となりました。 
また、ビジネスガードは２２９社、がん保険１０１社、医療保険３８社、自動車共済制度は 
５社の加入社数となりました。 

 
 

［その他の事業］ 
 

１．大会・会議等への参加 
   第３８回全法連全国大会千葉大会（２名参加）、第１６回法人会全国女性フォーラム静岡大会

（３名）、第３６回全国青年の集い沖縄大会（５名参加）。 
第１０回佐賀県法人会連合会総会（４名参加）、佐賀県連役員会（２回）、佐賀県連各委員会（５

委員会）に出席するとともに、全法連主催の第３８回事務局セミナー（２名）に出席し、当会の

事業・運営に関わる情報の収集に努めました。 
 

２．会務運営の管理及び効率化   
   事業進捗状況について、業務執行理事の常任理事より理事会に報告し、会務

の適法かつ円滑な運営に努めました。  
   また、総会及び理事会は定款の定めに従い、各委員会・各部会・支部会等は委

員会運営規程及び部会運営規程に従い開催し、円滑な事業の推進と適法な運営

に努めました。  
   事務局の運営については、県内事務局会議等に出席し情報収集に努めるとと

もに就業規則や会計処理規程等に従い合理的かつ効率的な運営と内部統制に努

めました。  
     
 
 

 事業の細目については、次ページ以降に掲載しています。 
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事 業 細 目 

【公益目的事業】 
１．税制・税務に関する調査研究並びに提言活動 
 （１）アンケート調査  税制委員及び役員、会員３０名を対象に実施。１２名が回答。 
 （２）税制改正提言活動（令和５年度税制改正に関する提言） 
    主な提言内容：「税・財政改革のあり方」「経済活性化と中小企業対策」「地方のあり方」 

１１月１５日 内川修治神埼市長、野副芳昭神埼市議会副議長へ古賀副会長、永原税制

委員長、𠮷原神埼支部長、小田専務理事で提言 
    １１月１７日 橋本康志鳥栖市長、松隈清之鳥栖市議会議長へ橋本健男会長、鳥飼税制

副委員長、小田専務理事で提言 
 

２．税知識の普及を目的とする事業 
 （１）税の啓発活動  納税啓発冊子の配布（４,３００部 参加役職員等延べ１８２名） 
    基山支部   ７月２３日 第３５回きのくにまつり      ４００部  参加者 ２４名 

神埼支部   ７月２３日 第２８回長崎街道かんざき宿場まつり  ５５０部  参加者 １４名 
鳥栖支部   ７月３１日 第４９回まつり鳥栖        ６５０部  参加者 ２３名 
中原支部   ９月 ３日 みやき町中原校区風まつり     ４００部  参加者 １４名 
北茂安支部 １０月 ８日 みやき町茂安公時代まつり     ４００部  参加者 １４名 
吉野ヶ里支部１０月３０日 吉野ヶ里ふるさと炎まつり     ４００部  参加者 １８名 
法人会   １１月１２日 第１５回タックス・フェアー    ７００部  参加者 ３５名 
法人会   １２月 ９日～１２月１５日 管内小学校６校   ４００部  参加者 １８名 
鳥栖支部   ３月２６日 とす弥生まつり          ４００部  参加者 ２２名 
 合 計                          ４,３００部    １８２名 

（２）第１５回タックス・フェアー（税金展）の開催 
    目 的   国税庁が定める「税を考える週間」事業の一環として、一般市民が税についての知

識や役割を正しく理解し、正しい納税意識の高揚を図り、併せて税の使い道につい

ても関心を持ち、納税者として社会や国のあり方を主体的に考えることを目的とし

て実施。 
    日 時   令和４年１１月１２日（土）１３：３０～１６：３０ 
    会 場   鳥栖市「フレスポ鳥栖１階ウエルカムーコート」 
    内 容   ①税金に関するパネル展示 ②税金クイズ（大人用８問 回答者２６８名）、（子供

用５問 回答者８６名）（合計３５４名） ③税金相談（相談者６名） 
          ④小学生の税の絵はがき作品展示（１８５点） ⑤中学生の税に関する優秀作文展

示（計１１名 うち３名へ会長賞授与） ⑥１億円サンプル展示とクイズ 
          ⑦アトラクション：キッズミュージカル鳥栖 
    実行委員  ３５名 
    共  催  公益社団法人鳥栖法人会 鳥栖間税会 九州北部税理士会鳥栖支部 鳥栖税務署管 

内納税貯蓄組合連合会 
 （３）とす弥生まつりにおける税金クイズの実施 
    目  的  一般市民が税についての知識や役割を正しく理解し、正しい納税意識の高揚を図り、

税の使い道についても関心を持つことを目的に開催。 
    日  時  令和５年３月２６日（日）１０：００～１３：００ 
    会  場  鳥栖市柚比町「田代公園」 
    内  容  税金クイズ（全６問 解答者数３３６名） 
    共  催  鳥栖間税会 
 （４）小学生高学年（６年生）を対象とした「租税教室」 
    目 的   将来を担う児童に正しい税の知識と納税意識、税金の使われ方等の理解を深めるこ 

とを目的に開催。 



- 17 - 

    実施校と受講者 鳥栖市立鳥栖小学校（１２３名） 神埼市立千代田中部小学校（２９名） 
   （５）小学生高学年（６年生）を対象とした「絵はがきコンクール」の実施 
      目 的  将来を担う児童生徒に正しい税の知識と納税意識、税金の使われ方等の理解を深める

ことを目的に開催。 
      実施校と応募数 鳥栖市立鳥栖小（４７点）、神埼市立千代田中部小（２８点）、 

みやき町立中原小（５９点）、みやき町立北茂安小（４７点）、 
みやき町立三根東小（２点）、みやき町立三根西小（２３点）、  合計２０６点 

    審 査  ６校からの２０６点を学校名と個人名を伏せて、税の理解力、描画力等を審査基準と

して審査員による投票（一人５票の投票権）によって審査。 
      審査員  鳥栖美術協会会長 鳥栖市教育長 みやき町教育長 鳥栖小校長 千代田中部小校長 

北茂安小校長 三根東小校長 三根西小校長 鳥栖税務署長 鳥栖税務署法人統括官 

鳥栖法人会会長 鳥栖法人会理事（２名） 女性部会（４名） 青年部会部（３名） 
                合計２０名 

      入 賞  会長賞 １名 鳥栖市立鳥栖小 濱津杏奈（はまつ あんな）さん  
税務署長賞：１名 女性部会長賞：３名 青年部会長賞：３名 入 賞：２０名   

合計２８名 
    参加賞  蛍光ペン   副賞 ケンタ図書カード 
    表 彰  ２月１７日千代田中部小に古賀副会長会長他３名が赴き賞状、副賞を授与。 

他の小学校は校長先生から授与。 
   （６）中学生の税の作文優秀者への会長賞授与 
           鳥栖税務署管内納税貯蓄組合連合会が主催する「中学生の税の作文コンクール」で、

鳥栖法人会会長賞を３名に授与。 
   （７）ホームページを活用した税知識の普及活動 
           上記、各事業ごとにホームページに掲載した。 

 
  ３．納税意識の高揚を目的とする事業 
   （１）決算事務説明会  
      開催日と受講企業数 ６月１３日（２０社、２２名） ８月２３日（ ９社、 ９名） 
               １１月２１日（１１社、１３名） ２月 ９日（１７社、２０名） 
                           受講企業合計５７社（受講者数６４名） 
      講 師  鳥栖税務署法人課税部門 平田千栄統括官 小林敦道調査官 
      使用テキスト 全法連制作の「わかりやすい会社の決算・申告」他 
      講義内容  改正法人税 決算・申告の留意点 源泉徴収事務の留意点 交際費の留意点  

消費税・印紙税の留意点 適格請求書保存方式について等 
       （２）新設法人説明会 
                   開催日  令和４年１２月５日（月）  
          会  場  鳥栖税務署 大会議室 
          受講者数 １４社（１５名） 
          共 催    鳥栖税務署と共催 
          講  師  鳥栖税務署法人課税部門上席国税調査官 小林敦道氏 
          講義内容  法人税、消費税、源泉所得等について、自主点検チェックシートについて 

（３）署長税務研修会  
    開催日  令和４年１２月２日（金） １６：００～１７：００ 
    会 場  ホテルビアントス 

受講者数 ３１名 
    共 催  鳥栖間税会と共催 

         テーマ  「税について～税務行政の現状と課題～」 
講 師  鳥栖税務署長 岡田達也氏  

         その他  講義終了後、交流懇親会を開催（２２名参加） 
     （４）自主点検チェックシートの配布 
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         全法連制作の「自主点検ガイドブック」と「自主点検チェックシート」、チラシを決算事務 
説明会等で配布。また、ホームページからダウンロードできる旨告知を行った。 

（５）広報誌「ほうじん鳥栖」の発行及び配布 
   会員及び税務署関係、全法連関係に配布 

     発行日 第９９号：９月１５日（１０００部）  第１００号：３月１５日（１０００部） 
     全法連「ほうじん」の会員への配布  

春号（№７１６号） 夏号（№７１７号） 秋号（№７１８号） 新年号（№７１９号） 
（６）ｅ－Ｔａｘ（電子申告）の普及推進 

     広報誌に「ｅ－Ｔａｘ」の広告記事掲載。また理事会、各委員会、決算事務説明会等で署長及

び法人統括官が出席してｅ－Ｔａｘの利用を説明した。 
 
４．地域企業の健全な発展に寄与する事業 
  （１）企業経営に必要な実務研修会の開催 
    スタートアップ教育研修会（鳥栖商工会議所等と共催） 
     開催日 令和４年４月７日（木）  

午前の部９：００～１２：００  午後の部１３：３０～１６：３０ 
     会 場 （協）鳥栖商工センター２階研修室 
     内 容 ①身だしなみの重要性ほか   ②企業のルール、コンプライアンスについて 
     講師陣 ㈱ビジネスナビゲーター 久保 京子氏       

司法書士法人州都綜合法務事務所 原 弘安氏 
     受講者 ３８名（うち非会員２７名） 
     当会負担金 １５，０００円 
     案内告知 チラシの郵送及びＦＡＸ、ホームページ 
  （２）経営等に関する講演会の開催 
     ①新春経済講演会 
      開催日 令和５年１月２６日（木）１５：００～１６：３０ 
       会 場 ホテルビアントス 
       演 題 戦国武将のリーダーシップ～徳川家康に学ぶ～           
       講 師 小和田 哲夫氏 静岡大学名誉教授／歴史学者 
       受講者 ９６名（うち一般７０名） 
       負担金 １５,０００円 
       共 催 鳥栖商工会議所 鳥栖間税会 基山町商工会ほか 
       案 内 ホームページ タウン誌広告 
     ②公開講演会 
     ・公開講演会（定時総会） 
       開催日 令和４年５月２６日（木）１４：００～１５：３０ 
       会 場 ホテルビアントス 
       演 題 ビジネスに活かす脳科学           
       講 師 中野 信子氏 脳科学者／医学博士／東日本国際大学教授 
       受講者 ８０名（うち一般１３名） 
       謝金等 講師料９２４,０００円（消費税込み）   旅費２１９,６００円 
       共 催 （公社）鳥栖法人会 鳥栖間税会 
       案 内 往復はがき ホームページ 各新聞社 タウン誌広告など 
     ・公開講演会（女性部会定時総会） 
       開催日 令和４年６月２３日（木）１１：００～１２：１５ 
       会 場 鳥栖商工センター会館 
       演 題 ふれあえない現在、大切な人に寄り添うてあて           
       講 師 秋吉 美千代氏 認定NPO法人日本セラピューテックケア協会名誉理事長 
       受講者 １８名（うち一般６名） 
       謝金等 講師料２２,２７４円（消費税込み）    
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       案 内 往復はがき ホームページなど 
     ・経営等公開講演会 
       開催日 令和４年２月１４日（火）１４：００～１５：３０ 
       会 場 ホテルビアントス 
       演 題 知らないと損する日本経済           
       講 師 門倉 貴史氏 エコノミスト／経済評論家／BRICｓ経済研究所代表 
       受講者 ５６名（うち一般１５名） 
       謝金等 講師料４０７,０００円（消費税込み）   交通費１４１,４７０円 
       共 催 （公社）鳥栖法人会 鳥栖間税会 
       案 内 往復はがき ホームページ 各新聞社 鳥栖市報など 
  （３）インターネットセミナー（セミナーオンデマンド活用） 
       企業の研修会や自己研鑽等に活用できるインターネットセミナーをホームページ上で開設

し、次のとおりアクセス等があった。≪アクセス数・（ ）内はログイン数≫ 
４月 ８７７（８５） ５月 ４７０（８０） ６月 ４９５（８５） 
７月 ６０５（９３） ８月 ５９７（７９） ９月 ３５０（７１） 

１０月 ３８０（７９） １１月 ４８０（８６） １２月 ３９９（６８） 
１月 ３９８（５７） ２月 ４３４（７０） ３月 ３８１（１００） 

          合計 ５,８６６（９５３）    参考：令和３年度 ６,６１２（１,０５０） 
 
５．地域社会への貢献を目的とする事業 
  （１）地域イベントへの参加・環境保全活動の実施 
     身近にできる環境保全活動として、家庭でも簡単に使える「水切りネット」を作製し、 

次のとおり配布した。 

地域・支部名 イベント名・実施時期 実行委員 
（名） 

環境保全活動 
(水切りネット配布) 

基山支部 第３５回きのくにまつり 
７／２３（土） ２４ ４００ 

神埼支部 第２８回長崎街道かんざき宿場まつり 
７／２３（土） １４ ５５０ 

鳥栖支部 第４９回まつり鳥栖 
７／３１（日） ２３ ６５０ 

中原支部 みやき町中原校区風まつり 
９／３（土） １４ ４００ 

北茂安支部 みやき町茂安公時代まつり 
１０／８（土） １４ ４００ 

吉野ヶ里支部 吉野ヶ里町ふるさと炎まつり 
１０／３０（日） １８ ４００ 

鳥栖法人会 第１５回タックスフェアー（税金展） 
１１／１２（土） ３５ ７００ 

鳥栖支部 第３６回とす弥生まつり 
３／２６（日） ２２ ４００ 

計  １６４名 ３,９００個 
＊毎年参加している、城川原ハンギー祭り、脊振町わんぱく祭り、江見沖神事ふれあい祭り、かみち

ゃりグランプリは新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。水切りネット年度末残7,100個 
 

  （２）公共機関や学校、団体等への寄附または寄贈 
     昨年度に続き、今年度も児童・生徒が安心して学校生活を送れるよう、管内の小中学校へ 

生理用ナプキン９００袋（１６,６５０枚）を寄贈。 
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寄贈先(教育委員会) 寄贈数 寄贈先(教育委員会) 寄贈数 
基山町 ７２袋（1,332枚） 上峰町 ７２袋（1,332枚） 
鳥栖市 ３６０袋（6,660枚） 吉野ヶ里町 １０８袋（1,998枚） 
みやき町 １０８袋（1,998枚） 神埼市 １８０袋（3,330枚） 

 
 
 

【共益事業】 
 １．会員の交流に資する事業 
  （１）会員交流・親睦事業 
   会員交流懇親会の開催 
   ○定時総会後の会員交流懇親会 
      日  時  令和４年５月２６日（木）１７：３０～１９：００ 
      会  場  ホテルビアントス        参 加 者 ５０名 
   ○第２４回会員親睦ゴルフ大会 
      日  時  １０月２７日（木）９：１０スタート 
      会  場  佐賀カントリー倶楽部      参 加 者 ４７名 

 ○税務署長税務研修交流懇親会 
      日  時  １２月 ２日（金）１７：１５～１９：００ 
      会  場  ホテルビアントス        参 加 者 ２２名 

○部会、支部研修交流懇親会 
 ・青年部会会員交流会（定時報告会後に開催） 

      日  時  ６月１５日（水）１７：００～１９：００ 
      会  場  ぼばる             参 加 者 １７名 

 ・青年部会会員交流懇親会（全体会議後に開催） 
      日  時  １０月１１日（火）１８：３０～２０：００ 
      会  場  ふく手羽            参 加 者 １４名 

 ・女性部会会員交流懇親会（税務研修会、全体会議後に開催） 
      日  時  １２月 ８日（木）１８：００～２０：００ 
      会  場  和心料理はばき         参 加 者 １２名 
    ・神埼支部交流懇親会（税務研修会、支部会後に開催） 
      日  時  ７月 ６日（水）１９：１０～２１：００ 
      会  場  割烹竹下こころ         参 加 者 １７名 

 ・北茂安支部交流懇親会（税務研修会、支部会後に開催） 
日  時  ７月１５日（金）１８：１０～２０：００ 

      会  場  たかひら            参 加 者 １０名 
    ・基山支部交流懇親会（税務研修会、支部会後に開催） 

日  時  １０月２８日（金）１９：１０～２１：００ 
      会  場  一福              参 加 者 １８名 

・鳥栖支部交流懇親会（税務研修会、支部会後に開催） 
日  時  １１月 ７日（月）１８：４０～２０：３０ 

      会  場  光林飯店            参 加 者 １６名 
    ・吉野ヶ里、上峰、神埼支部合同交流懇親会（税務研修会、三支部合同会議後に開催） 

日  時  １１月１５日（火）１９：１０～２１：００ 
      会  場  古雅味             参 加 者 ２７名 
    ・中原、北茂安、三根支部合同交流懇親会（税務研修会、三支部合同会議後に開催） 

日  時  １１月２８日（月）１９：１０～２１：００ 
      会  場  松寿司             参 加 者 ２６名 
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  （２）会員増強事業 
      目  標 ８００会員 
      運  動 １０月～１２月の３ケ月を会員増強運動月間として、役員、部会・支部、受託保

険会社が一体となって実施。 
      手  法 共益委員会を開催し、会員増強運動の実施要領を協議、役員等の勧奨・紹介等で

実施。 
      結  果 増強月間中２３社加入 退会４社  

年 間  ２８社加入 退会３６社 年度末会員は７７４社 
      令和５年３月３１日現在の会員内訳 
        総会員数 ７７４社 正会員：７２１社 賛助会員５３社（法人：２６社 個人２７者） 
 
２．会員のための福利厚生事業                            （令和5年2月末現在） 

制 度 名 制 度 の 内 容 加入社 加入率 受 託 会 社 
経営者大型総合

保障制度 
生命保険と傷害保険をセットした

保険 
２９６   

社 
38.5% 大同生命保険 

ＡＩＧ損害保険 
ビジネスガード 経営を取り巻くリスクから守る 

保険 
２２９

社 
30.3% ＡＩＧ損害保険 

がん保険 がん保険 １０１ 
社 

13.6％ アフラック生命保険 

医療保険 医療保険 ３８社 5.1％ アフラック生命保険 
自動車共済制度 会員企業用の自動車保険（１５台） ５社 0.6％ 西日本自動車（協） 

 

【その他の事業】 
   １．大会・会議等への参加 
     ○第１６回法人会全国女性フォーラム「静岡大会」  
       日 時 令和３年４月１４日（木） 
           １４：００～ 記念講演 演題：「ショートフィルムのチカラ！」 講師：俳優 別所 哲也氏 
           １５：２５～ 大会式典 
           １７：３０～ 懇親会 
       会 場 ツインメッセ静岡 
       参加者 １,４００名（鳥栖：藤永部会長、山本理事、井田職員） 
     ○第３８回法人会全国大会「千葉大会」  
       日 時 令和４年１０月１３日（木） １４：００～ 
           １４：００～ 記念講演 演題：「女性がテレビで働くということ」  

講師：キャスター／ジャーナリスト 安藤優子氏 
           １５：２０～ 式 典  税制提言の報告、青年部会による租税教育活動の報告他 
           １７：３０～ 懇親会        １１：００～１７：３０ 物産展 
       会 場 幕張メッセ 幕張イベントホール 
              参加者 １,５７９名（鳥栖：橋本会長、小田専務理事） 
     ○第３６回法人会全国青年の集い「沖縄大会」  
       日 時 令和４年１１月２４日（木）～１１月２５日（金） 
           １１／２４ １３：００～ 青連協 第２回連絡協議会 
                 １５：００～ 租税教育活動プレゼンテーション、健康経営大賞 
                 １９：３０～ 部会長ウエルカムパーティ 
           １１／２６  ９：００～ 部会長サミット テーマ「部会員増強と会の活性化」（円卓会議） 
                 １０：００～ 会員交流分科会 テーマ「租税教育活動及び健康経営プロジェクト」 
                 １４：００～ 記念講演 演題「財政健全化につながる！健康経営の実装と実践」 
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                             講師 吉村健佑氏（千葉大学医学部付属病院特任教授・産業医） 
       会 場 沖縄市体育館、沖縄アリーナ 
       参加者 ２,０００名（鳥栖：陣ノ内部会長、宮原副部会長、藤田理事、河野理事、福山理事） 
    ○第１０回九州北部法人会連合会定時総会（佐賀・福岡・長崎の３１法人会で構成） 

       日 時 令和４年８月２６日（金）  
       会 場 西鉄グランドホテル（福岡市） 
       議 題 第１号議案 令和３年度事業報告及び収支決算報告について（事業年度令和３年７月～令和４年６月） 
           第２号議案 令和４年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 
       出席者 欠席 
     ○九州北部法人会連合会女性部会定時連絡協議会、九州北部法人会連合会青年部会定時連絡協議会  
       日 時 令和４年８月２６日（金）  
       会 場 西鉄グランドホテル（福岡市） 
       議 題 第１号議案 令和３年度事業報告及び収支決算報告について（事業年度令和３年７月～令和４年６月） 
           第２号議案 令和４年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

出席者 藤永女性部会長、陣ノ内青年部会長 
     ○第１０回一般社団法人佐賀県法人会連合会定時総会 
       日 時 令和４年６月２０日（月） １５：００～  
       会 場 ホテルニューオータニ佐賀 
       議 題 報告事項（理事会承認事項） 
            １ 令和３年度事業報告の件 
            ２ 令和４年度事業計画書及び収支予算の件 
           議案審議 
            第１号議案 令和３年度決算承認の件 
        表 彰（関係分） 組織部門 ：鳥栖法人会 
        出席者 橋本会長 古賀副会長 牟田副会長 小田専務理事  

○第３３回佐賀県法人会連合会青年部会連絡協議会定時大会 
        日 時 令和３年６月１６日（木）１８：３０～ 
        会 場 マリターレ創世佐賀         

議 題 第１号議案 令和３年度事業報告承認の件 
            第２号議案 令和４年度事業計画（案）承認の件 
        出席者 陣ノ内部会長 宮原副部会長 小田専務理事 

○第２３回佐賀県法人会連合会女性部会連絡協議会定時大会 
日 時 令和４年７月１９日（火）１４：００～ 

        会 場 ホテルマリターレ創世佐賀         
議 題 第１号議案 令和３年度事業報告承認の件 

            第２号議案 令和４度事業計画（案）承認の件 
        出席者 県内に大雨警報が発令されたため急遽中止。大会議案書送付により議案承認となる。 
 
 
 

○鳥栖法人会 各種会議等開催状況 
会議名 開催日 議 題 等 出席者 

監査 
令和４. 
０４.１９ 

令和４年度事業報告、計算書類等監査 監事  ２名 

総務委員会 ４.０４.２０ 

【協議・報告事項】 
１．理事会、第１０回定時総会提出議案について 
２．第１０回定時総会の運営について 
３．公開講演会の開催について 
４．その他 

委員 ４名 
来賓 １名 
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理事会 ４.０４.２５ 

【決議事項】 
第１０回定時総会提出議案等について 
第１号議案 令和３年度事業報告及び収支決算の件 
第２号議案 現行定款の変更承認について 
第３号議案 一部役員変更承認について 
第４号議案 令和４年度事業計画及び収支予算の件 
第５号議案 功労者表彰について 
第６号議案 来賓案内のについて 
第７号議案 第１０回定時総会の運営の件 
【報告事項】 
１．公開講演会の開催について 
２．今後の主な日程について 
３．総会会場受付について 

理事 ２２名 
監事  ２名 
来賓  ４名 

第１０回定時総会 ４.０５.２６ 

【決議事項】 
第１号議案 令和３年度決算承認の件 
第２号議案 現行定款変更承認の件 
第３号議案 一部役員変更承認の件 
【報告事項】 
１．令和３年度事業報告について 
２．令和４年度事業計画及び収支予算について 

正会員数 
７３２名 

出席正会員数 
５４４名 

（委任状出席 
４８９名含む） 

第３８回 
青年部会定時報告会 

４.０６.１５ 
【議事】 
１．令和３年度事業報告及び収支決算承認の件 
２．令和４年度事業計画(案)及び収支予算(案)承認の件 

会員１５名 
来賓 ２名 

第２４回 
女性部会定時報告会 

４.０６.２３ 

【議事】 
１．令和３年度事業報告及び収支決算承認の件 
２．令和４年度事業計画及び収支予算(案)承認の件 
【講演会】 
テーマ 「ふれあえない現在、大切な人に寄り添う手あて」 
講 師 認定NPO法人日本セラピューテック・ケア協会 
    名誉理事長 秋吉美千代氏 

会員１０名 
来賓 ２名 

（講演会１８名） 

神埼支部税務研修

会・支部会・懇親会 
４.０７.０６ 

【研修会】 
テーマ 「電子帳簿・インボイス導入の準備」 
講 師 林田昌隆税理士事務所 林田昌隆氏 
【支部会議・議題】 
１．令和４年度神埼支部事業活動について 
２．会員増強活動について 
３．福利厚生制度の推進について 

支部会員１４名 
来 賓  ２名 

 

公益委員会 ４.０７.０８ 

【協議事項】 
１．令和４年度研修会及び講演会の開催について 
２．令和４年度社会貢献活動について 
３．第１５回タックスフェアー（税金展）開催について 
４．その他  

会長 
公益委員 ７名 
来賓   １名 
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北茂安支部税務研修

会・支部会・懇親会 
４.０７.１５ 

【研修会】 
テーマ 「国税徴収法～預金差押え～」 
講 師 鮎川知明税理士事務所 鮎川知明氏 
【支部会議・議題】 
１．令和４年度法人会の事業活動について 
２．会員増強活動について 
３．福利厚生制度の推進について 

支部会員６名 
受託会社２名 

広報委員会 ４.０８.０９ 
【協議事項】 
１．広報誌「ほうじん鳥栖９９号」の発行について 
２．その他 

会長 
委員  ５名 
来賓  １名 

共益委員会、支部長

合同会議 
４.０８.３０ 

【協議・報告事項】 
１．会員増強計画について 
２．第２４回会員親睦ゴルフ大会の開催について 
３．その他 

会長 
共益委員６名 
支部長 ２名 
来賓  ２名 

厚生委員会、支部長

合同会議 
４.０９.０７ 

【協議・報告事項】 
１．令和３年度福利厚生制度推進結果報告について 
２．令和４年度福利厚生制度推進について 
３．その他 

厚生委員 ４名 
支部長  ５名 
受託会社 ４名 

理事会 ４.０９.２６ 

【報告事項】 
１．令和４年度上期事業推進状況について 

（会長、常任理事からの報告） 
２．今後の主な事業計画について 
３．鳥栖税務署人事異動について 
４．その他 

理事 ２２名 
監事  ２名 
来賓  ３名 

青年部会全体会議・

懇親会 
４.１０.１１ 

【協議事項】 
１．佐賀県青連協役員会報告について 
２．令和４年度租税教室の実施について 
３．大型総合保障制度推進について 

部会員 １４名 

基山支部税務研修

会・支部会・懇親会 
４.１０.２８ 

【研修会】 
テーマ 「消費税適格請求書等保存方式（インボイス制度）

について」 
講 師 鳥栖税務署法人課税部門上席調査官 小林敦道氏 
【支部会議・議題】 
１．会員増強活動について 
２．福利厚生制度の推進について 

支部会員１４名 
来 賓  ３名 

公益委員会 
≪共催団体合同会議≫ 

４.１１.０４ 

【協議、報告事項】 
１．第１５回タックスフェアー(税金展)の開催について 
  ・当日スケジュール、役割分担等詳細協議 
２．令和４年度下期公益事業について 
３．その他 

会長 
委員  ６名 
税務署 ３名 
税理士会１名 
受託会社１名 

鳥栖支部税務研修

会・支部会・懇親会 
４.１１.０７ 

【研修会】 
テーマ 「消費税適格請求書等保存方式（インボイス制度）

について」 
講 師 鳥栖税務署法人課税部門上席調査官 小林敦道氏 
【支部会議・議題】 
１．会員増強活動について 
２．鳥栖支部一部役員変更について 
３．福利厚生制度の推進について 

支部会員１５名 
来 賓  ２名 
受託会社 ３名 
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吉野ヶ里、上峰、神埼

支部合同税務研修

会・支部会・懇親会 
４.１１.１５ 

【研修会】 
テーマ 「消費税適格請求書等保存方式（インボイス制度）

について」 
講 師 鳥栖税務署法人課税部門上席調査官 小林敦道氏 
【支部会議・議題】 
１．会員増強活動について 
２．福利厚生制度の推進について 
３．令和４年度下期事業活動について 

会長 
吉野ヶ里７名 
上峰  ２名 
神埼 １４名 
来賓  ２名 
受託会社３名 

中原、北茂安、三根支

部合同税務研修会・

支部会・懇親会 
４.１１.２８ 

【研修会】 
テーマ 「消費税適格請求書等保存方式（インボイス制度）

について」 
講 師 鳥栖税務署法人課税部門上席調査官 小林敦道氏 
【支部会議・議題】 
１．会員増強活動について 
２．福利厚生制度の推進について 
３．令和４年度下期事業活動について 

会長 
中原  ５名 
北茂安 ７名 
三根  ６名 
来賓  ２名 
受託会社４名 

女性部会税務研修

会・全体会議・懇親会 
４.１２.０８ 

【研修会】 
テーマ 「消費税適格請求書等保存方式（インボイス制度）

について」 
講 師 鳥栖税務署法人課税部門上席調査官 小林敦道氏 
【協議事項】 
１．女性部会会員増強について 
２．佐賀県女連協研修会参加について 
３．その他 

部会員 ９名 
来賓  ２名 
受託会社１名 

広報委員会 
令和 
５.０１.１７ 

【協議事項】 
１．広報誌「ほうじん鳥栖１００号」の発行について 
２．その他 

会長 
広報委員４名 
来賓  １名 

正副会長会議 ５.０１.１７ 

【協議・報告事項】 
１．令和４年会員勧奨結果について 
２．任期満了に伴う役員改選について 
３．理事会・総会の議題について 
４．第１１回定時総会開催について 

会長 
副会長 ４名 
専務理事 

青年部会全体会議 ５.０２.０７ 

【協議・報告事項】 
１．任期満了に伴う役員改選について 
２，令和４年度租税教室の実施報告について 
３．税に関する絵はがきコンクールの結果報告 
４．令和４年度青年部会活動報告 
５，大型総合保障制度推進について 

部会員 ９名 

女性部会全体会議 ５.０２.１０ 

【協議・報告事項】 
１．任期満了に伴う役員改選について 
２，全国女性フォーラム愛媛大会への出席について 
３．税に関する絵はがきコンクールの結果報告 
４．その他 

部会員 ８名 

総務委員会 ５.０３.１６ 

【協議、報告事項】 
１．令和５年度事業計画(案)および収支予算(案)について 
２．第１１回定時総会の開催について 
３．役員改選について 
４．その他 

会長 
委員 ６名 
来賓 １名 
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理事会 ５.０３.２３ 

【報告事項】 
１．令和４年度事業活動報告について（会長、常任理事報告） 
【決議事項】 
第１号議案 令和５年度事業計画(案)及び収支予算(案)の件 
第２号議案 第１１回定時総会の開催の件 
第３号議案 令和５年度役員改選（案）の件 
【その他】 
１．今後の主な会議等日程について 
２．その他 

理事 ２２名 
監事  ２名 
来賓  ３名 

 
 
 

参  考 
（租税教室・税に関する絵はがきコンクール） 

租税教室 

講師養成研修 

（鳥栖税務署） 
令和４年 

９月１３日 
【内容】【講師：佐賀税務署税務広報広聴官】 

１．租税教室を行う背景 

２．租税教室開催の流れ ほか 
青年部会員２名 

事務局  １名 

租税教室 

鳥栖市立鳥栖小学校 

講師：宮原章彦 
（青年部会副部会長） 

令和４年 

１２月１３日 

授業内容 

１ 法人会の紹介と租税教室の開催目的 

２ 児童からの税金に関する質問への回答 

３ 国税庁制作DVD「マリンとヤマトの不思議な日曜日」上映 

４ パワーポイントによる税金クイズ 

５ 租税教室受講感想文の提出お願い 

６ 税の絵はがきコンクール応募要領説明 

配布資料 

１ 世界の消費税を刷り込んだクリアファイル 

２ 税の啓発冊子「タックスフントとけんたくん」 

３ 「国の財政と消費税のこと」リーフレット 

受講児童数１２３名 

実行委員  ９名 

事務局   １名 

租税教室 

神埼市立 

千代田中部小学校 

講師：福山 徹 
（青年部会理事） 

令和４年 

１２月１５日 

受講児童数２９名 

実行委員  ８名 

事務局   ２名 

絵はがきコン

クール審査会 
令和５年 
１月３０日 

応募総数 ２０６点 
（鳥栖小４７点 千代田中部小２８点 中原小５９点 
 北茂安小４７点 三根東小２点 三根西小２３点） 

審査員 ２０名 
 鳥栖美術協会会長 鳥栖税務署長 鳥栖税務署法人統括官 
 鳥栖市教育長 みやき町教育長 各小学校校長 
鳥栖法人会会長 理事 女性部会役員 青年部会役員 

審査要領 
 作品は、校名と氏名を伏せて、審査員一人が５票の投票権を

持ち、投票。投票数の多い順から会長賞等を決定した 
受賞者（２８名） 
 会長賞      鳥栖小     濱津 杏奈さん 
 税務署長賞    鳥栖小     井筒 珠希さん  
 女性部会長賞   中原小     久保 蒼彩さん 
          三根西小    寺田 愛琳さん 
          千代田中部小  重松 蓮人さん 
 青年部会長賞   中原小      高木 心優さん 
          三根西小      中井 来南さん 
          鳥栖小        大塚 李愛さん 
 入選 北茂安小７名  千代田中部小４名  鳥栖小２名 
    中原小６名   三根西小１名 

鳥栖美術協会１名 
鳥栖税務署 ２名 
教育長   ２名 
校長    ５名 
鳥栖法人会１０名 

絵はがきコン

クール表彰式 
令和４年 
２月１７日 

神埼市立千代田中部小学校  
受賞者  ５名 

副会長  １名 
理事   ２名 
事務局  １名 
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○佐賀県法人会連合会各委員会・事務局会議等 

会議名 開催日 議   題 出席者 

総務委員会 
令和４年 

６.０２ 

１．第１０回定時総会について 
２．総会議案について 
（１）令和３年度事業報告の件 
（２）令和４年度事業計画及び収支予算の件 
（３）令和３年度決算報告の件 

伊東総務副委員長 
小田専務理事 

理事会 
令和４年 

６.１０ 

【審議事項】 
第１号議案 第１０回定時総会開催の件 
第２号議案 令和３年度事業報告の件  
第３号議案 令和３年度決算承認の件 

橋本会長 
齊藤副会長 
小田専務理事 

定時総会 
令和４年 

６.２０ 

第１０回定時総会 
【報告事項】（理事会承認事項） 
１．令和３年度事業報告の件 
２．令和４年度事業計画及び収支予算の件 

【議案審議】  
第１号議案 令和３年度決算承認の件 

橋本会長 
古賀副会長 
牟田副会長 
小田専務理事 

厚生委員会 
令和４年 

８.０４ 

１．全法連厚生委員会報告 
２．令和３年度福利厚生制度推進結果について 
３．令和４年度福利厚生進捗状況について 
４．報奨金の使途について 
５．令和４年度事業計画及び進捗状況（受託３社から報告） 

中村厚生委員長 
小田専務理事 

組織委員会 
令和４年 

８.２５ 

１．令和３年度の会員増強結果について 
２．令和４年度会員数の推移について 
３．令和４年度会員増強について 
４．各単位会の令和４年度会員増強計画について（単位会報告） 

山津共益委員長 
小田専務理事 

県内法人会 
事務局会議 

令和４年 
１０.０３ 

１．全法連専務理事等会議報告 
２．定款改定（総会資料等の電子提供措置）の今後の対応 
３．インボイス制度への対応 
４．その他 

小田専務理事 
井田職員 

県内法人会 
事務局視察研修会 

令和５年 
１.１９～２１ 

県連事務局北海道研修 
小田専務理事 
井田職員 

県連講演会 
令和５年 

２.２２ 
演題：「アフターコロナの時代～これからの日本と世界～」 
講師：関西学院大学教授 村尾 信尚 氏 

聴講者１６０名 

組織委員会 
令和５年 

３.０７ 

１．第２回全法連組織委員会報告 
２．会員の動き 
３．全法連表彰について 
 ・努力賞：佐賀県法人会連合会（対前年比１社以上増） 
 ・優秀賞：佐賀法人会（対前年比５社以上増） 
 ・努力賞：武雄法人会、唐津法人会（対前年比１社以上増） 
４．各単位会の令和４年度会員増強について（単位会報告） 
５．県連努力賞に対する報奨金について 

𠮷原副委員長 
小田専務理事 

総務委員会 
令和５年 

３.２２ 

１．全法連総務委員会報告 
２．令和４年度事業報告 
３．令和５年度事業計画(案)および予算(案)について 
４．第１１回県連定時総会開催について 

伊東副委員長 
小田専務理事 
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厚生委員会 
令和５年 

３.２４ 

１．全法連厚生委員会報告 
２．令和４年度福利厚生制度推進状況について 
３．令和４年度保険各社の進捗状況について 

小田専務理事 

理事会 
令和５年 

３.２８ 

【報告事項】 
１．令和４年度事業報告 
【審議事項】 
１号議案 令和５年度事業計画(案)および予算(案)について 
【その他】 
１．第１１回県連定時総会開催について 

牟田副会長 
齊藤副会長 
小田専務理事 

 
 
○佐賀県法人会連合会 女性部会連絡協議会 会議等 

会議名 開催日 議   題 出席者 

役員会 
令和４年 

７.１９ 
１．全法連女連協定時連絡協議会報告 
２．本年度事業計画について 

（大雨警報発令のため

中止、書面決議） 

女連協 定時大会 
令和４年 

７.１９ 

【議事】 
第１号議案 令和３年度事業報告承認の件 
第２号議案 令和４年度事業計画（案）承認の件 

（大雨警報発令のため

中止、書面決議） 

役員会 
令和４年 

９.２１ 

１．令和４年度の実施事業について 
２．第１７回全国女性フォーラム愛媛大会における情報交換 

会への参加者について 

藤永部会長 
井田職員 

役員会 
令和５年 

１.２６ 

１．令和４年度事業報告について 
２．令和５年度事業計画について 
３．第１７回法人会女性フォーラム（愛媛大会）における 

情報交換会について 
４．九北連女連協役員会について 

藤永部会長 
井田職員 

県連女性部会 
研修会 

令和５年 
２.０８ 

演題：「ふれあえない現在（いま）、ぬくもりを届けたい」 
講師：認定NPO法人日本セラピューテックケア協会 
   名誉理事長 秋吉 美千代 氏 

鳥栖女性部会 
 ８名出席 

 
 
○佐賀県法人会連合会 青年部会連絡協議会 会議等 

会議名 開催日 議   題 出席者 

役員会 
令和４年 

６.１６ 

１．全法連青連協定時連絡協議会報告 
２．第３５回法人会全国青年の集い佐賀大会 
  収支決算報告 
３．「中澤裕子」講演会収支決算報告 

陣ノ内部会長 
宮原副部会長 
小田専務理事 

青連協 定時大会 
令和４年 

６.１６ 

【議事】 
１号議案 令和３年度事業報告承認の件 
２号議案 令和４年度事業計画（案）承認の件 

陣ノ内部会長 
宮原副部会長 
小田専務理事 

役員会 
令和４年 

９.１５ 

１．会長選任について 
２．第３６回法人会全国青年の集い沖縄大会 

・参加登録について 
  ・物産展出店について 

陣ノ内部会長 
宮原副部会長 
小田専務理事 
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○九州北部法人会連合会・全国法人会総連合 
会議名 開催日 議  題 出席者 

全国女性 
フォーラム 

令和４年 
４.１４ 

第１６回法人会全国女性フォーラム（静岡大会） 
会場：ツインメッセ静岡 

第１部 記念講演  演題「ショートフィルムのチカラ！」 
          講師 別所 哲也 氏  俳優 
第２部 式典  大会宣言、活動事例発表他 
第３部 懇親会         （大会参加者数1,382名） 

藤永女性部会長 
山本女性部会理事 
井田職員 

九北連 青連協 
租税教育研修会 

令和４年 
４.２１ 

租税教育研修会（場所：八仙閣／福岡市博多区） 
・租税教育活動実演（佐賀法人会・佐賀大会最優秀賞） 
・租税教育活動プレゼンテーション（八幡法人会） 
・第３６回法人会全国青年の集い沖縄大会について 

陣ノ内部会長 
宮原副部会長 

九北連 総会 
令和４年 
   ８.２６ 

第１０回 定時総会（会場：西鉄グランホテル） 
１ 令和３年７月～令和４年６月 事業報告および収支決算 
２ 令和４年７月～令和５年６月 事業計画及び収支予算（案） 

藤永女性部会長 
陣ノ内青年部会長 

全国大会 
令和４年 
 １０.１３ 

第３８回法人会全国大会（千葉大会） 会場：幕張メッセ 
第１部 記念講演  演題「女性がテレビで働くということ」 
          講師 安藤優子氏 キャスター・ジャーナリスト 

第２部 式典  表彰受賞会紹介、税制改正提言の報告他 
第３部 懇親会          （大会参加者数1,579名） 

橋本会長 
小田専務理事 

法人会 
全国青年の集い 

令和４年 
  １１.２４ 

～２５ 

第３６回法人会全国青年の集い（沖縄大会） 
会場：沖縄アリーナ・沖縄市体育館 

開催１日目（２４日15:00～21:00） 
・租税教育活動プレゼンテーション 
・健康経営大賞 
・部会長ウエルカムパーティ 
開催２日目（２５日9：00～19:00） 

・部会長サミット、会員交流分科会 
・記念講演 演題「財政健全化につながる！健康経営の実装と実践」 

      講師 吉村 健佑 氏   
千葉大学医学部付属病院特任教授・産業医 

・大会式典 租税教育活動、会員増強等表彰ほか 
・物産展（24日13：00～25日14：00） 

（大会参加者数2,000名） 

陣ノ内青年部会長 
宮原副部会長 
藤田理事 
河野理事 
福山理事 
 

事務局セミナー 
令和５年 

３.０３ 

第３８回事務局セミナー 
１．「法人会における消費税の実務等について」 
  講師 相澤 英之氏（税理士） 

小田専務理事 
井田職員 
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○会員加入状況 

所管法人数 ２,１３９社 
令和３年度末 会員数    ７８２社 
令和４年度中  入会      ２８社 
同 年度中  退会     ３６社 

     増 減 △８社 
令和４年度末  会員総数    ７７４社 
 うち正会員    ７２１社 
   賛助会員（法人の支店等）     ２６社 
   賛助会員（個人事業者）     ２７者 
加入率（個人事業者を除く）   ３４.９％ 
令和４年度会費収入額 ６,５５１,７００円 

       入会 ２８社（役員勧奨＝１６社  税理士会鳥栖支部＝６社  受託生損保勧奨＝６社） 
退会 ３５社（休・廃業＝１３社 統合＝４社  転出＝１社 会社都合等＝１１社 その他＝７社） 

   
 
  ○福利厚生制度加入状況                       （令和４年２月末現在） 

 経営者大型保障制度 ビジネスガード 医療保険 がん保険 

受託保険会社 
大同生命保険 
ＡＩＧ損害保険 

ＡＩＧ損害保険 アフラック生命保険 アフラック生命保険 

加入企業数 ２９６社 ２２９社 ３８社 １０１社 

収入保険料 ４２,３８５万円 １６,７８８万円 ５５６万円 １,８１１万円 

加入率 ３８．５％ ３０．３％ ５．１％ １３．６％ 

役員企業加入数 ３３社（対象３７社） １５社 ２１社 
    ※経営者大型保障制度の令和４年度加入状況 
     新規加入 ６社  取扱企業＝４１社  契約保険金額＝１５３,３００万円 
     目標達成支部（新規企業＋取扱い企業＋契約保険金額の３項目達成） 三根支部 
    ※貸倒保障制度 加入数０件    ※自動車共済制度 加入数１５台（５社） 
  

 
○助成金・補助金額推移（福利厚生制度保険料に伴う事務手数料） 

 全法連助成金 佐賀県連補助金 合  計 

平成３０年度 １１,２７３,６００円 ６４９,０００円 １１,９２２,６００円 

令和 元 年度 １１,８２１,２００円 ６５４,０００円 １２,４７５,２００円 

令和 ２ 年度 １２,１４２,９００円 ９５０,０００円 １３,０９２,９００円 

令和 ３ 年度 １２,１２１,０００円 ６００,０００円 １２,７２１,０００円 

令和 ４ 年度 １１,１３４,７００円 １,２４０,０００円 １２,３７４,７００円 

 
 
  ○事務局職員 
    専従者２名 （専務理事１名  職員１名） 
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令和５年度事業計画 
【令和５年４月１日～令和６年３月３１日】 

 
Ⅰ．基本方針 
  公益社団法人として、更に公益性と透明性を高め、税を通じて地域に根ざした活動を 
積極的に推進していく。   
１．税務コンプライアンスの向上に努め、税知識の普及と納税意識の高揚を図る。 
２．地域企業、地域社会への貢献活動に積極的に取り組む。 
３．税務当局との協調に努め、公正な税制と円滑な税務行政に寄与する。 
４．効果的な活動のため、組織の強化と会員の交流・親睦を図る。 

 
Ⅱ．事業計画 

公益目的事業 
 

 １．税制、税務に関する調査研究並びに提言活動（公益１） 
適正・公正な税制・税務に関する提言を行う。 

  （１）令和６年度（２０２４年度）税制改正に関するアンケート調査の実施 
  （２）令和６年度（２０２４年度）税制改正に関する要望事項の検討・作成 
  （３）税制改正提言活動（鳥栖市長、神埼市長、同両市議会議長） 
  （４）税制・税務に関する調査研究 
 
 ２．税知識の普及を目的とする事業（公益１） 
   税に関する知識を深めるとともに税知識の普及を図るため次の事業を行う。 
  （１）税の啓発活動（納税啓発冊子の配布） 
  （２）タックス・フェアー（税金展）の開催 
  （３）とす弥生まつりにおける税金クイズの実施 
  （４）小学校高学年を対象とした「租税教室」の開催 
  （５）小学校高学年を対象とした「税の絵はがきコンクール」の実施 
  （６）中学生の税の作文優秀者への鳥栖法人会会長賞の授与 
  （７）ホームページを活用した税知識の普及活動 
 
 ３．納税意識の高揚を目的とする事業（公益１） 
   税務のコンプライアンスの向上を図るとともに実務面から税知識を深め、適正な申告

納税意識の向上を図るため次の事業を行う。 
  （１）四半期ごとに決算月を迎えた企業を対象に決算事務説明会の開催（年４回） 
  （２）新設全法人を対象に新設法人説明会の開催（年１回） 

（３）支部及び部会を対象に署長税務研修会の開催（年１回） 
（４）各説明会で「自主点検チェックシート」を配布し、税務コンプライアンス向上を 

図る 
（５）広報誌「ほうじん鳥栖」の発行（年２回）、全法連「ほうじん」の配布（年４回） 

  （６）「ｅ－Ｔａｘ」の利用推進 
  （７）ホームページを活用した納税意識の高揚活動 
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４．地域企業の健全な発展に寄与する事業（公益２） 

地域企業の健全な発展に資するため次の事業を行う。 
   （１）実務研修会の開催 
      スタートアップ教育研修会  
   （２）経営等に関する講演会の開催。 
      経営に関する公開講演会及び新春経済講演会  
   （３）インターネットセミナー（セミナーオンデマンドの活用） 
 
 ５．地域社会への貢献を目的とする事業（公益２） 
   地域社会の活性化と環境保全に寄与するため、次の事業を行う。 

（１）管内８支部の地域イベント等に参加 
（２）管内８支部の地域イベント等に参加し、「水切りネット」を配布して、生ごみ  

の減量化と生活排水の浄化を啓発する環境保全活動の実施。 
（３）公共機関や学校、団体等への寄付または寄贈の実施。 

 
 

共 益 事 業 
 

 １．会員の交流に資するための事業（共益・他１） 
  （１）会員親睦・交流事業 
     ①会員交流懇親会の開催（定時総会及び企業視察研修会時に開催） 
     ②会員ゴルフ大会の開催 
     ③県連青年部会ゴルフ大会への参加 
     ④部会研修交流会の開催 
     ⑤支部会員研修交流会の開催 
 
  （２）会員増強事業 
     組織の強化を図るため、会員増強に取り組む。 
     ①会員増強運動  

期 間：１０月～１２月の３カ月間 
目 標：８００社 会員 

     ②功労者に対し、表彰を行う 
 
２．会員のための福利厚生事業（共益・他２） 

       会員企業の福利厚生制度を支援し企業保全を目的に各種制度の普及推進を図る。 
     ①経営者大型総合保障制度の普及推進 
     ②ビジネスガードの普及推進 

       ③がん保険・医療保険の普及推進 
 ④貸倒保障制度（県連事業の案内・周知）の普及推進 
⑤自動車共済制度の普及推進 

     ⑥功労者に対し、表彰を行う 
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その他の事業 

 
  １．大会・会議等への参加 
    公益法人としての事業運営に関わる制度改正や運営要領等の情報を収集するため、

全法連全国大会、全国青年の集い、全国女性フォーラム、九北連及び佐賀県連の定

時総会並びに関連する役員会、委員会、部会、事務局会議、セミナー等に参加して

法人会事業の充実・発展に努める。 
 

  ２．啓発活動 
       全法連女連協が実施する「いちごプロジェクト」（家庭における使用電力の１５％ 

節電運動）事業に参画し、節電の啓発活動を行う。 
 
  ３．会務運営の管理及び効率化 

       公益法人としての事業の健全かつ円滑な運営に向けて、ガバナンスの確保に努める 
とともに、事務局運営の合理化、効率化、適正化を図る。 
 ①個人情報の安全かつ適正な取り扱い 
  「個人情報保護に関する基本方針、個人情報取扱規程」「個人番号及び特定個

人情報取扱規程」及び「就業規則」に基づき安全かつ適正な取扱いを行う。 
     ②諸会議の効果的な開催 
      定款及び総会運営規則、理事会運営規則等に基づき、総会、理事会、各委員会、 

部会、支部会等の会議を効果的に開催する。全法連事務局研修会及び県連事務 
局会議へ参加し、適正な運営に努める。 

      ③事務局業務の合理化・効率化 
      事務処理規程及び会計処理規程等に基づき、合理的、効率的な運営と内部統制 

に努める。 
以上 
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当年度① 前年度②

(令和５年度） （令和４年度）

Ⅰ．一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　　（１）経常収益

　　　　　 基本財産運用収入 500 500 0

　　　　　　    基本財産受取利息 500 500 0

　　　　　 特定資産運用益 500 500 0

　　　　　　　　特定資産受取利息 500 500 0

　　　　　 会費収入 6,470,000 6,470,000 0

　　　　　　　　正会員受取会費 6,300,000 6,300,000 0 会費収入

　　　　　　　　賛助会員受取会費 170,000 170,000 0 会費収入(支店・個人含）

　　　　　 受取補助金等 11,753,300 12,664,700 △ 911,400

　　　　　　　　受取県連補助金 850,000 1,530,000 △ 680,000 県連補助金

　　　　　　　　受取全法連助成金振替額 10,903,300 11,134,700 △ 231,400 全法連公益事業助成金

　　　　　 受取負担金 1,260,000 1,285,000 △ 25,000

　　　　　　　　青年部会負担金 200,000 200,000 0 青年部会年会費

　　　　　　　　女性部会負担金 100,000 125,000 △ 25,000 女性部会年会費

　　　　　　　　総会等負担金 720,000 720,000 0 総会等懇親会費

　　　　　　　　支部負担金 240,000 240,000 0 懇親会会費

　　　　　 雑収益 95,700 29,300 66,400

　　　　　　　　受取利息 100 300 △ 200 預金利息

　　　　　　　　雑収益 35,600 29,000 6,600 事務委託料等

　　　　　　　　広告料収益 60,000 0 60,000

　　　　　 経常収益計 19,580,000 20,450,000 △ 870,000

　　　（２）経常費用

　　　　　 事業費 16,328,000 18,000,000 △ 1,672,000

　　　　　　　　役員報酬 3,442,500 3,442,500 0 年俸　※

　　　　　　　　給料手当 3,026,000 2,975,000 51,000 基本給　賞与　時間外手当等　※

　　　　　　　　福利厚生費 1,572,500 1,572,500 0 社会保険料　生命共済等　※

　　　　　　　　会議費 1,424,000 1,736,000 △ 312,000 社会貢献・税金展等打合せ等

　　　　　　　　旅費交通費 1,224,500 1,277,000 △ 52,500 講師旅費　全国大会等　※

　　　　　　　　通信運搬費 837,000 677,500 159,500 電話　往復はがき等　※

　　　　　　　　消耗品費 203,000 750,000 △ 547,000 コピー用紙等　※

　　　　　　　　印刷製本費 690,000 728,000 △ 38,000 議案書　広報誌等　※

　　　　　　　　燃料費 42,500 42,500 0 公用車ガソリン代　※

　　　　　　　　水道光熱費 102,000 102,000 0 ※

　　　　　　　　賃借料 714,000 714,000 0 テナント家賃　※

　　　　　　　　保険料 59,500 71,500 △ 12,000 公用車損害保険料等

　　　　　　　　諸謝金 755,000 1,640,000 △ 885,000 講演会講師料

　　　　　　　　支払負担金 115,000 115,000 0 地域支援　講演会等共催負担金

　　　　　　　　会場費 661,000 730,000 △ 69,000 総会　研修会等

　　　　　　　　広告宣伝費 44,000 220,000 △ 176,000 講演会等広告宣伝費

　　　　　　　　記念品費 879,000 598,000 281,000 税の作文　寄贈物品購入費等 

　　　　　　　　リース料 308,500 380,000 △ 71,500 パソコン　コピー機等　※

　　　　　　　　事務所管理費 51,000 51,000 0 共益費　※

　　　　　　　　支払手数料 76,500 77,000 △ 500 振込手数料　※

　　　　　　　　雑費 100,500 100,500 0 公用車車検・点検料等　※
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令和５年度　収支予算書
令和５年(2023年)４月１日から令和６年(2024年)３月３１日まで

（単位：円）

科　　　　　　　　目 増　減①－② 摘　　　　　　要
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科　　　　　　　　目 当年度① 前年度② 増　減①－② 摘　　　　　　要

　　　　 　管理費 4,032,000 4,350,000 △ 318,000

　　　　　　　　役員報酬 607,500 607,500 0 ※

　　　　　　　　給与手当 534,000 525,000 9,000 ※

　　　　　　　　福利厚生費 277,500 277,500 0 ※

　　　　　　　　会議費 632,000 822,000 △ 190,000

　　　　　　　　旅費交通費 181,500 209,000 △ 27,500 ※

　　　　　　　　通信運搬費 248,000 223,500 24,500 ※

　　　　　　　　消耗品費 30,000 30,000 0 ※

　　　　　　　　印刷製本費 440,000 560,000 △ 120,000 ※

　　　　　　　　燃料費 7,500 7,500 0 ※

　　　　　　　　水道光熱費 18,000 18,000 0 ※

　　　　　　　　賃借料 126,000 126,000 0 ※

　　　　　　　　保険料 10,500 12,500 △ 2,000 ※

　　　　　　　　諸謝金 320,000 320,000 0 顧問税理士謝金

　　　　　　　　諸会費 20,000 20,000 0 会議所・観光協会

　　　　　　　　支払負担金 250,000 250,000 0 県連・青年・女性部負担金

　　　　　　　　会場費 42,000 42,000 0 総会・研修会等

　　　　　　　　渉外慶弔費 50,000 50,000 0 慶弔費

　　　　　　　　記念品費 30,000 30,000 0 功労者表彰

　　　　　　　　リース料 54,500 67,000 △ 12,500 ※

　　　　　　　　事務所管理費 9,000 9,000 0 ※

　　　　　　　　支払手数料 13,500 13,000 500 ※

　　　　　　　　雑費 130,500 130,500 0 ※

　　　　　 経常費用計 20,360,000 22,350,000 △ 1,990,000

　　　　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 △ 780,000 △ 1,900,000 1,120,000

　　　　　　　評価損益等計 0 0 0

　　　　　　　当期経常増減額 △ 780,000 △ 1,900,000 1,120,000

　２．経常外増減の部

　　　（１）経常外収益

　　　　　 固定資産取崩額 0 0 0

　　　　　　　什器備品当金取崩額 0 0 0

　　　　　　　経常外収益計 0 0 0

　　　（２）経常外費用

　　　　　　 固定資産取得支出 0 0 0

　　　　　　　什器備品購入支出 0 0 0

　　　　　 経常外費用計 0 0 0

　　　　　　　当期経常外増減額 0 0 0

　　　　　　　当期一般正味財産増減額 △ 780,000 △ 1,900,000 1,120,000

　　　　　　　一般正味財産期首残高 18,829,565 18,980,492 △ 150,927

　　　　　　　一般正味財産期末残高 18,049,565 17,080,492 969,073

Ⅱ．指定正味財産増減の部

　　　　　　 受取補助金等 10,903,300 11,305,000 △ 401,700

　　　　　　　　受取全法連助成金 10,903,300 11,305,000 △ 401,700

　　　　　　 一般正味財産への振替額 △ 10,903,300 △ 11,305,000 401,700

　　　　　　　　一般正味財産への振替額 △ 10,903,300 △ 11,305,000 401,700

　　　　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　　　　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0

　　　　　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ．正味財産期末残高 18,049,565 17,080,492 969,073
※：従事割合
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公　　　1 公　　　２ 公益共通 公益合計 他１ 他　　　２ 収益共通 収益合計

Ⅰ．一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　（１）経常収益

　　　　 基本財産運用益 0 0 500 500 0 0 0 0 0 500

　　　　　　基本財産受取利息 0 0 500 500 0 0 0 0 0 500

　　　　 特定資産運用益 0 0 500 500 0 0 0 0 0 500

　　　　　　特定資産受取利息 0 0 500 500 0 0 0 0 0 500

　　　　 受取会費 0 0 647,000 647,000 0 0 2,911,500 2,911,500 2,911,500 6,470,000

　　　　　　正会員受取会費 0 0 630,000 630,000 0 0 2,835,000 2,835,000 2,835,000 6,300,000

　　　　　　賛助会員受取会費 0 0 17,000 17,000 0 0 76,500 76,500 76,500 170,000

　　　　 受取補助金等 0 0 10,903,300 10,903,300 0 0 0 0 850,000 11,753,300

　　　　　　受取県連助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 850,000 850,000

　　　　　　受取全法連助成金振替 0 0 10,903,300 10,903,300 0 0 0 0 0 10,903,300

　　　　 受取負担金 0 0 0 0 990,000 0 0 990,000 270,000 1,260,000

　　　　　　青年部会負担金 0 0 0 0 200,000 0 0 200,000 0 200,000

　　　　　　女性部会負担金 0 0 0 0 100,000 0 0 100,000 0 100,000

　　　　　　総会等負担金 0 0 0 0 450,000 0 0 450,000 270,000 720,000

　　　　　　支部負担金 0 0 0 0 240,000 0 0 240,000 0 240,000

　　　　 雑収益 0 60,000 0 60,000 0 0 0 0 35,700 95,700

　　　　　　受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

　　　　　　雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 35,600 35,600

　　　　　　広告料収益 0 60,000 0 60,000 0 0 0 0 0 60,000

　　経　　常　　収　　益　　計 0 60,000 11,551,300 11,611,300 990,000 0 2,911,500 3,901,500 4,067,200 19,580,000

　　（２）経常費用

　　　　 事業費 8,005,500 4,791,000 0 12,796,500 3,144,000 387,500 0 3,531,500 0 16,328,000

　　　　　　役員報酬 2,025,000 769,500 0 2,794,500 567,000 81,000 0 648,000 0 3,442,500

　　　　　　給料手当 1,780,000 676,500 0 2,456,500 498,500 71,000 0 569,500 0 3,026,000

　　　　　　福利厚生費 925,000 351,500 0 1,276,500 259,000 37,000 0 296,000 0 1,572,500

　　　　　　会議費 114,000 401,000 0 515,000 889,000 20,000 0 909,000 0 1,424,000

　　　　　　旅費交通費 523,000 432,000 0 955,000 249,500 20,000 0 269,500 0 1,224,500

　　　　　　通信運搬費 505,000 173,000 0 678,000 146,000 13,000 0 159,000 0 837,000

　　　　　　消耗品費 100,000 71,000 0 171,000 28,000 4,000 0 32,000 0 203,000

　　　　　　印刷製本費 438,000 136,000 0 574,000 104,000 12,000 0 116,000 0 690,000

　　　　　　燃料費 25,000 9,500 0 34,500 7,000 1,000 0 8,000 0 42,500

　　　　　　水道光熱費 60,000 23,000 0 83,000 16,500 2,500 0 19,000 0 102,000

　　　　　　賃借料 420,000 159,500 0 579,500 117,500 17,000 0 134,500 0 714,000

　　　　　　保険料 35,000 13,000 0 48,000 10,000 1,500 0 11,500 0 59,500

　　　　　　諸謝金 95,000 660,000 0 755,000 0 0 0 0 0 755,000

　　　　　　支払負担金 10,000 95,000 0 105,000 10,000 0 0 10,000 0 115,000

　　　　　　会場費 464,000 166,000 0 630,000 25,000 6,000 0 31,000 0 661,000

　　　　　　広告宣伝費 0 44,000 0 44,000 0 0 0 0 0 44,000

　　　　　　記念品費 174,000 480,000 0 654,000 135,000 90,000 0 225,000 0 879,000

　　　　　　リース料 181,500 69,000 0 250,500 51,000 7,000 0 58,000 0 308,500

　　　　　　事務所管理費 30,000 11,500 0 41,500 8,500 1,000 0 9,500 0 51,000

　　　　　　支払手数料 45,000 17,000 0 62,000 12,500 2,000 0 14,500 0 76,500

　　　　　　雑費 56,000 33,000 0 89,000 10,000 1,500 0 11,500 0 100,500

公１：税制、税務に関する調査研究並びに提言活動。税知識の普及を目的とする事業。納税意識の高揚を目的とする事業

令和５年度 収支予算内訳表
令和５年(2023年)４月１日から令和６年(2024年)３月３１日まで

（単位：円）

科　　　　　目
公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計 合　　　計

-36-

公２：地域企業の健全な発展に寄与する事業。地域社会への貢献を目的とする事業
他１：会員の交流に資するための事業（会員親睦交流、会員増強）
他２：会員のための福利厚生事業　　　　　　　　



科　　　　　目 公　　　1 公　　　２ 公益共通 公益合計 他１ 他　　　２ 収益共通 収益合計 法人会計 合　　　計

　　　　 管理費 4,032,000 4,032,000

　　　　　　役員報酬 607,500 607,500

　　　　　　給料手当 534,000 534,000

　　　　　　福利厚生費 277,500 277,500

　　　　　　会議費 632,000 632,000

　　　　　　旅費交通費 181,500 181,500

　　　　　　通信運搬費 248,000 248,000

　　　　　　消耗品費 30,000 30,000

　　　　　　印刷製本費 440,000 440,000

　　　　　　燃料費 7,500 7,500

　　　　　　水道光熱費 18,000 18,000

　　　　　　賃借料 126,000 126,000

　　　　　　保険料 10,500 10,500

　　　　　　諸謝金 320,000 320,000

　　　　　　諸会費 20,000 20,000

　　　　　　支払負担金 250,000 250,000

　　　　　　会場費 42,000 42,000

　　　　　　渉外慶弔費 50,000 50,000

　　　　　　記念品費 30,000 30,000

　　　　　　リース料 54,500 54,500

　　　　　　事務所管理費 9,000 9,000

　　　　　　支払手数料 13,500 13,500

　　　　　　雑費 130,500 130,500

　　経　　常　　費　　用　　計 8,005,500 4,791,000 0 12,796,500 3,144,000 387,500 0 3,531,500 4,032,000 20,360,000

　　　　　　当期経常増減額 △ 8,005,500 △ 4,731,000 11,551,300 △ 1,185,200 △ 2,154,000 △ 387,500 2,911,500 370,000 35,200 △ 780,000

　２．経常外増減の部

　　（１）経常外収益

　　　　 固定資産取崩額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　　什器備品引当金取崩額 0 0 0 0

　　　　 経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　（２）経常外費用

　　　　 固定資産取得支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　　什器備品購入支出 0 0 0 0

　　　　 経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　　当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　他会計振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　 当期一般正味財産増減額 △ 8,005,500 △ 4,731,000 11,551,300 △ 1,185,200 △ 2,154,000 △ 387,500 2,911,500 370,000 35,200 △ 780,000

　　　　 一般正味財産期首残高 - - - - - - - - - 18,829,565

　　　　 一般正味財産期末残高 - - - - - - - - - 18,049,565

Ⅱ．指定正味財産増減の部

　　　　 受取補助金等 0 0 10,903,300 10,903,300 0 0 0 0 0 10,903,300

　　　　　　受取全法連助成金 0 0 10,903,300 10,903,300 0 0 0 0 0 10,903,300

　　　　 一般財産へ振替額 0 0 △ 10,903,300 △ 10,903,300 0 0 0 0 0 △ 10,903,300

　　　　　　一般正味財産への振替額 0 0 △ 10,903,300 △ 10,903,300 0 0 0 0 0 △ 10,903,300

　　　　 当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　 指定正味財産期首残高 - - - - - - - - - -

　　　　 指定正味財産期末残高 - - - - - - - - - -

Ⅲ．正味財産期末残高 - - - - - - - - - 18,049,565
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令和４年度 功労者表彰 
 

◇鳥栖法人会 会長表彰（在任表彰） 
  基準：通算６年以上在任の役員、通算８年以上の委員・部会・支部役員 

  井上 義博 様   有限会社井上製麺 
 
 

◇特別功労者表彰 
  基準：本会の副会長または委員長を経験して退任する者及び功労顕著な者 
     橋本 健男 様   株式会社ハシモト保険センター 
     古賀 義治 様   有限会社古賀製麺 
     松尾 政博 様   株式会社マツコー 
          古賀 久登 様    鳥栖商工会議所 
     藤永 美喜子 様 有限会社フジショウ 
     大坪 寛 様   株式会社大同工務店 
          田代 勝久 様  久光製薬株式会社 
     浦  勉 様   北部税理士会鳥栖支部・浦勉税理士事務所 
 
 

◇会員増強運動表彰 
【６社】九州北部税理士会鳥栖支部 様      【４社】橋本健男 様 株式会社ハシモト保険センター 
【３社】松尾政博 様  株式会社マツコー       【３社】藤永正広 様 有限会社フジショウ 
【２社】森 ゆかり 様 大同生命保険株式会社  【１社】齊藤恭宏 様 株式会社鳥栖構内タクシー   
【１社】江頭孝之 様 株式会社ダイニチ     【１社】空閑彰彦 様  有限会社三田川ダイハツ 
【１社】德島利昭 様  株式会社德島建設         【１社】松永成史 様 AIG損害保険株式会社 
【１社】高野寛之 様 ジェイアイシー九州    【１社】新井力雄 様 AIG損害保険株式会社 
【１社】森田賢一 様 大同生命保険株式会社         
 
 

◇福利厚生制度表彰（支部及び個人）   
 「経営者大型総合保障制度」 
  ・支部表彰基準：新規企業、取扱企業、新契約保障金額の３つの目標を全て達成した支部 

三根支部 様（江頭孝之支部長）     
  ・個人表彰基準：新規企業、取扱企業、新契約保障金額の３つの目標のうち１つを達成した者 

大同生命保険㈱鳥栖営業所       大隈栄一 様  森田賢一 様  
 
 
◇社会貢献活動表彰（記念品贈呈） 
  社会貢献活動の推進に貢献した功績（５回以上参加） 
  【８回】藤永正広 様 ㈲フジショウ        【８回】藤永美喜子 様 ㈲フジショウ 
  【８回】山本恵美 様 ㈲ジョイント石油      【７回】浦  勉 様  浦勉税理士事務所 
  【６回】橋本健男 様 ㈱ハシモト保険センター 【６回】古江健二 様 大同生命保険㈱鳥栖(営) 
  【５回】橋本静子 様 ㈱ハシモト保険センター 【５回】大石信子 様 大同生命保険㈱鳥栖(営) 
  【５回】森ゆかり 様 大同生命保険㈱鳥栖(営)  【５回】黒田尚子 様 大同生命保険㈱鳥栖(営) 
  【５回】高山加奈 様 大同生命保険㈱鳥栖(営) 
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公益社団法人鳥栖法人会 第１１回定時総会 

 御 来 賓 名 簿 
 
 

鳥栖税務署 署長                岡田 達也 殿 

鳥栖税務署 法人課税部門統括国税調査官     平田 千栄 殿 

佐賀県税事務所 所長              古賀 豊子 殿 

九州北部税理士会鳥栖支部 支部長        新貝 弘茂 殿 

大同生命保険株式会社佐賀支社 支社長      山口 貴志 殿 

大同生命保険株式会社佐賀支社 第一営業課長   佐藤 貴美昭 殿 

ＡＩＧ損害保険株式会社佐賀支店 支店長     横尾 泰正 殿 

アフラック生命保険株式会社佐賀支社  支社長    中山 浩志 殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



　メ　モ

●法人会の行動規範（抜粋）

[税のオピニオンリーダーとしての責務 ] 
①法人会は、税 に対する第 一人者として 、租税の理解 に努めます。
②法人 会は、企業とりわ け中小企業の 立場から望ま しい税制・財政の

あり方につ いて調査研 究を行い、提 言します。
③法人 会は、税に関する 研修会等を通 じ、納税意識の高揚 と税知識の

普及 啓蒙を図りま す。
[企業の発展を支援するものとしての責務]

④法人 会は、研修活動・情報提供を通 じて、企業の健全な 発展を支援しま
す。

⑤法人 会は、会員相互の 交流・情報交 換を促進して 、企業 価値の向上を
支援 します。

⑥法人会は、税制提 言等の活動 を通じて、企業の事 業継続を支援 します。
[地域の振興に寄与するものとしての責務] 

⑦法人 会は、社会貢 献活動を通 じて、地域の 振興に寄与し ます。
⑧法人 会は、地域の 未来を担う 人材の育成を 支援します。

⑨法人 会は、税制提言等 の活動を通じ て、地域の人々が安 心して暮らせ
る社 会づくりに貢 献します。



 
 

◎国税局エリア別単位法人会数 

 


